
低温・機器分析部門 部門長 齋藤健一

本部門は，平成18年度における自然科学研究支援開発センターの改組以来，

「低温実験部」および「物質科学機器分析部」，「低温・機器分析研究開発部」

の3部構成で運営しております。改組前において，「低温実験部」および「物質

科学機器分析部」は，それぞれが独立した文部省省令センターである「低温セ

ンター」および「機器分析センター」でありました。「低温・機器分析部門」

では，本学の物質科学の教育研究に不可欠な液体ヘリウムなどの冷媒の安定供

給と，最先端の物質・材料等の研究に不可欠な機器分析支援を行っております。

更に，安全講習や機器講習会を始めとし，教職員・学生・学外者等を対象に広

く教育活動も実施しています。「研究開発部」では，「複数の強秩序状態を同

時に有する新機能物質やキラル対称性を特徴とする物質の開発と物性」に関す

るプロジェクト研究を行っています。各部の活動実績詳細については該当のペ

ージをご覧頂くこととして，以下に28年度実績の内で特筆すべき事項などを，

まとめさせて頂きます。

○ 低温実験部

1. ヘリウム液化システム更新のための予算が政府の平成28年度第2次補正予算

で認められ，ヘリウム液化機とその周辺設備が平成30年3月に更新されるこ

とになりました。今回の更新予算獲得にご尽力・ご支援いただいた大学執行

部，歴代のセンター長，部門長をはじめとする多くの教員，ユーザーの皆様，

学術支援グループ等の事務職員の皆様に感謝申し上げます。今回の更新によ

ってヘリウム液化・供給体制が盤石なものとなり，今後10年以上にわたって

液体ヘリウムを安定してユーザーの皆様に供給できる体制が整います。詳細

は，低温実験部報告のページをご覧ください。

2. 人事では，研究支援員の平田和文氏が平成28年3月末で退職になり，4月から

後任として谷山真澄氏をお迎えすることができました。ご協力くださった関

係諸氏ならびに学術支援グループの職員の皆様にお礼申し上げます。寒剤の

製造と供給等の業務支援を行っていただいております。

3. 液体ヘリウムを安定に安価に供給し続けるためには，ヘリウムの回収率を限

りなく100％に近づけることしかありません。そのために，各グループの回

収率に応じた個別価格設定を24 年度後期から開始しました。その結果，平

成28年度の平均回収率は94％となり，特に後期には3つの研究グループが

100％に達しました。今後も平均回収率100％を目指し，世界一安価な液体ヘ

リウム供給価格を実現すべく努力してまいります。

― 59―



○ 物質科学機器分析部

1．当部では，学内ならびに全国に共同利用機器を公開しています。これまでに

全17 台の大型装置が全国へ公開され，利用されています。今後も引き続き，

学内はもとより，中四国地域ならびに全国のユーザーの方々の物質科学研究

の支援活動を，より強固に行って参りたいと思っております。

2．詳細は，物質科学機器分析部のページをご覧いただければと思いますが，28
年度の利用件数は33,050件，利用時間数は25,122時間，利用登録者数は849人，

講習会の開催回数は103回，依頼測定件数は18,707件となっています。特に，

利用者数と機器数は右肩上がりで，N-BARDが設立された平成15年より13年
間で，それぞれ3.1倍，2倍程となっております。しかし，学内より配分され

る維持費は減少し続け，厳しい状況が続いております。

3．ユーザーの皆様が共同利用機器を安定して利用するためには，安定した維持

費と機器の更新が不可欠です。一方，近年，概算要求による新規機器の導入

数は，全国の大学においてゼロに近い状況が続いています。今後も，執行部

や事務方と綿密な打ち合わせを行い，安定した維持費の確保ならびに学外・

学内経費への申請やリユース等による共同利用機器の導入に関し，引き続き

あらゆる可能性を探ってゆきます。引き続きご支援の程，どうか宜しく御願

い致します。

○ 低温・機器分析研究開発部

理学研究科井上教授をリーダーとして「複数の強秩序状態を同時に有する新機

能物質やキラル対称性を特徴とする物質の開発と物性研究」を実施しています。

特に，広島大学インキュベーション研究拠点「キラル物性研究拠点」を実施し，

学内の共同研究者にとどまらず，学外にいる外部資金共同研究者や国外の研究

者と極めて活発な研究活動を行い，顕著な成果をあげています。

今後もより充実した支援・教育研究活動を行って参ります。皆様からの一層

のご支援をお願い申し上げます。
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ヘリウム液化システムの更新について 

自然科学研究支援開発センター 低温実験部 梅尾和則 

 

低温実験部の最も重要な業務は，物質科学の基礎研究に必要不可欠な寒剤（液体ヘリウムと液

体窒素）の製造と学内ユーザーへの安定・安価な供給である。それらの業務の中核を担う現有の

ヘリウム液化機（以下，液化機と略す）は別紙の「広島大学の寒剤関連の歴史」に示すように 2003
年（平成 15 年）に導入され，一般的な寿命である 10 年をはるかに超えて，最近では度々不具合

を起こしていた。しかし，関係者のご努力で液化機とその周辺機器の更新の予算が 2016 年度（平

成 28 年度）の政府の第２次補正予算で認められ，2018 年（平成 30 年）3 月末にそれらの更新が

完了する運びとなった。これまでの予算申請等にご支援，ご協力頂いた歴代の学長，研究担当理

事・副学長をはじめとする執行部の先生方，歴代のセンター長，低温・機器分析部門長をはじめ

とするセンターの先生方，学術支援グループリーダーをはじめとする事務関係職員の皆様，さら

に寒剤を使用しているユーザーの方々にまず感謝を申し上げたい。  
今回，更新予定の機器を下図に示す。今回更新する液化機は広島大学としては５代目となる。

その製造メーカーはスイスの Linde 社で，その設置工事を大陽日酸株式会社が請け負う。現有の

液化機の液化速度は 99.995％の純 He ガスを使った運転で 120 L/h，99％の不純ガス運転では 100 
L/h であったが，更新予定の液化機の液化速度はそれらより約 10％高いそれぞれ 130 L/h，110 L/h
である。この液化能力の向上により，将来的な液体ヘリウムの供給量増加にも対応可能である。

また，その液化機にヘリウムガスを供給する液化用ヘリウム圧縮機の消費電力（134 kW）は現有

（178kW）より約 25％も低下した。したがって，1L の液体ヘリウム製造に必要な電力量は以前よ

り 30％以上抑制されることになる。これによって，毎年増え続けている電気代の抑制が見込める。

さらに，今回，液体ヘリウム貯槽をより大容量（4000L）のものに更新する予定である。これによ

って，定期点検期間中や長期の休業時前後でも，余裕をもって液体ヘリウムを供給できる体制が

整う。 
現有の液化システムの運用は遅くとも来年 2018 年（平成 30 年）の 1 月上旬までに終了し，1

月中旬から更新工事が始まる予定である。工事期間中には，必要な液体ヘリウムは外部から購入

することになり，

ユーザーの皆様

にはご不便をお

かけすることに

なるが，何卒，ご

容赦頂きたい。

2018 年 4 月から

は通常の供給体

制に戻る予定で

ある。それらの日

程の詳細は今後，

随時お知らせす

る。 

ヘリウム液化・回収システムブロック図 
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広島大学の寒剤関連の歴史 
昭和 34 年 (1959 年) 理学部に窒素液化機（フィリップス，7 L/ｈ）設置 
昭和 41 年 (1966 年) 理学部極低温室設置，ヘリウム液化機（三菱電機，8 L/h，レシプロ，外部精製）設置，

窒素液化機（7 L/ｈ）増設 
昭和 46 年 (1971 年) 液体窒素貯槽（3,000 L）設置 
昭和 56 年 (1981 年) 窒素液化機２基廃棄                  
昭和 59 年 (1984 年) ヘリウム液化機更新（神⼾製鋼所，24 L/ｈ，レシプロ，外部精製） 

液体窒素貯槽から液化システムへ液体窒素移送管設置 
昭和 63 年 (1988 年) ⽂部省省令施設として学内共同教育研究施設「低温センター」設置 

（国⽴⼤学として 5 番目） 
平成 2 年 (1990 年) 東広島キャンパスにヘリウム液化機（神⼾製鋼所，100 L/ｈ，タービン，内部精製）設

置，LHe 貯槽 1,000 L，回収マニホルド 900 m3，ガスバッグ 60 m3 ，液体窒
素貯槽 10,000 L，低温センターの建屋完成  

平成 3 年 (1991 年) 理学部東広島キャンパスへ移転，極低温室廃止 
理学部回収配管完成  
⻄条キャンパスに寒剤供給・共通実験室の本格使⽤開始 

平成 5 年 (1993 年) 総合科学部，工学部の回収配管とサブセンター完成 
平成 7 年 (1995 年) 学校教育学部，機器分析センターの回収配管とサブセンター完成 

ヘリウム液化システム回収ガスラインに乾燥器設置 
平成 8 年 (1996 年) ヘリウム回収マニホルド増設 900→1,800 m3 
平成 9 年 (1997 年) 放射光学研究センター（含サブセンター），ベンチャービジネスラボラトリ

の回収配管完成 
平成 10 年 (1998 年) 回収圧縮機冷却器故障，冷却塔を密閉型へ 

逆止弁付脱着型フレキシブル移送管導入（液体ヘリウム購入開始） 
平成 12 年 (2000 年) 超低温容器検査所開設 

液体窒素運搬通路・屋根・スロープ・プラットホーム設置 
平成 13 年 (2001 年) 芸予地震で液化機故障（半年後，本体内部低温漏れ） 

先端物質科学研究科回収配管とサブセンター完成 
平成 15 年 (2003 年) ヘリウム液化システム更新（Linde TCF-50，120L/h，タービン，内部精製），LHe 貯槽

3,000 L，回収マニホルド増設 1,800→2,700 Nm3，回収圧縮機増設，バッフ
ァタンク増設，乾燥器 2 基他 

平成 15 年 (2003 年) 自然科学研究支援開発センター（低温物性担当）へ組織替え 
平成 16 年 (2004 年) 超流動公開デモ実験開始 
平成 18 年 (2006 年)  自然科学研究支援開発センター（低温実験部）へ組織替え   
平成 19 年 (2007 年)  ヘリウム回収システム更新，回収圧縮機更新（GreenField 社製, 80 Nm3/h），

回収マニホルド増設 2,700→4,050 Nm3，ガスバック更新（60 m3）（アルミ
蒸着製）と増設（100 m3） 
ヘリウム回収率調査（毎⽉）開始 

平成 22 年 (2010 年) ヘリウム液化棟に庇設置（雨に濡れずに液体窒素のくみ出しが可能） 
平成 24 年 (2012 年) ヘリウム供給価格を回収率に応じた個別価格に変更 
平成 26 年 (2014 年) 中圧・高圧乾燥器の吸着剤交換，中圧乾燥器のヒーター交換 
平成 30 年（2018 年）ヘリウム液化システム更新（予定），液化機（Linde L140，130 L/h，タービン，内部

精製）液化⽤圧縮機（空冷式），LHe 貯槽 4,000 L 
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利 用 状 況      

 
1. 学部別登録数（平成 29 年 3 月 31 日現在） 
       先端物質科学研究科         178 名 

       理学研究科（含附属施設）      402 名 

       工学研究科              48 名 

       総合科学研究科             9 名 

       教育学研究科             29 名 

       生物圏科学研究科            9 名 

       文学研究科               4 名 

       放射光科学研究センター         8 名 

       ナノデバイス・バイオ融合科学研究所  7 名 

       先進機能物質研究センター       12 名 

       HiSIM 研究センター            2  名 

       両生類研究センター          21  名 

       自然科学研究支援開発センター     41 名 
      計           770 名     

 

2. 利用申請者と研究テーマ 
利 用 申 請 者 研   究   テ   ー   マ 利用者数 

先端物質科学研究科 
 鈴木  孝至 
 世良  正文 
 高畠  敏郎 
 八木  隆多 
 鈴木   仁 
 角屋   豊 
 加藤  純一 
 黒田  章夫 
水沼  正樹 

 山田   隆 
 秋   庸裕 
 河本  正次 
荒川  賢治 
上野   勝 
湯川  格史 
岡村  好子 
舟橋  久景 

 
多重極限物性およびメソスコピック物理学の研究 
強相関物理系の電子状態の研究 
希土類・遷移金属を含む化合物の低温高圧下における磁性と伝導 
原子層物質の電子構造の研究 
金属・半導体および有機材料の構造解析と精密制御に関する研究 
テラヘルツ帯電気信号発生および金ナノ粒子の光学特性評価 
環境バイオテクノロジーに関する研究 
微生物のタンパク質解析，生産物質解析 
モデル生物を用いた寿命制御機構および細胞極性制御機構の解析 
バクテリア・ファージ・植物等の分子生物学的研究 
機能性脂質の生合成及び発酵生産に関する研究 
赤シソからの新規機能性因子の探索および機能性食品の開発 
放射菌の二次代謝生合成およびその制御システムの解析 
テロメアの研究 
酵母の増殖と分化に関する基礎的研究 
海洋微生物による金属回収 
生体外における細胞間コミュニケーションの研究 

 
16 
14 
17 
3 
13 
15 
14 
12 
9 
11 
9 
11 
10 
11 
5 
3 
5 

理学研究科 
 木村  昭夫 
 黒岩  芳弘 
 平谷  篤也 
 圓山   裕 
 水田   勉 

 
強相関電子系の高分解能光電子分光実験 
誘電体結晶の構造物性の研究 
内殻励起された原子・分子・固体表面の反応過程 
放射光による磁性体の電子状態の研究 
遷移金属錯体の合成，構造，反応性に関する研究 

 
17 
4 
13 
13 
15 
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 安倍   学 
 山﨑  勝義 
高口  博志 
山本  陽介 
灰野  岳晴 
 
江幡  孝之 
井上  克也 
石坂  昌司 
鈴木  克周 

 小原  政信 
 菊池   裕 
 高橋  陽介 
 千原  崇裕 
 山口  富美夫 
楯   真一 

 片柳  克夫 
 落合   博 
泉   俊輔 
 

 井出   博 
 坂本   敦 
 藤原  昌夫 
 山本   卓 
 星野  健一 
 柴田  知之 
 安東  淳一 
 片山  郁夫 
草場   信 

 田川  訓史 
  

反応性中間体の反応挙動の精査とその応用 
化学反応速度論および動力学の実験研究 
化学反応速度論および動力学の実験研究 
有機典型元素化合物の合成・構造・反応 
特異な包接モチーフを用いた超分子らせんポリマーの構築と高度

分子配列制御 
分子集合体の構造化学的研究 
キラル磁性体の合成と物性 
過冷却微小水滴の凝固メカニズムに関する研究 
バクテリア－真核生物間の遺伝子伝達機構の解析 
動物の環境応答に関する分子生理学的研究 
脊椎動物モデルを用いた細胞分化・再生の研究 
高等植物の成長制御の分子機構 
細胞分裂のメカニズム解明 
コケ植物の形態学的，分子系統学的研究 
タンパク質のNMR構造解析 
タンパク質のX線構造解析 
哺乳類幹細胞におけるクロマチン動態と遺伝子発現解析 
植物生体内における分子の動態・状態変化を主に酵素科学的・生化

学的に取り扱う 
DNA損傷修復機構の解明 
植物の機能とその制御 
強磁場，微小重力空間における物理，化学，生物現象 
部位特異的ヌクレアーゼを利用したゲノム編集技術の開発と応用 
地殻流体の研究 
地球型惑星の進化過程の解明 
地球を構成する鉱物の微細組織観察と化学組成測定 
岩石の変形に対する水の影響 
植物遺伝子資源に関する研究 
半索動物ギボシムシの再生および分子発生生物学的・ゲノム科学的

研究 

19 
6 
7 
23 
17 
 

16 
26 
11 
9 
9 
12 
11 
6 
10 
14 
7 
1 
8 
 

18 
11 
8 
17 
7 
27 
15 
11 
13 
1 

 
工学研究科 
 池田  篤志 
 大下  浄治 
 後藤  健彦 
土田   孝 

 
機能性物質の開発 
新規有機材料の合成と機能開発 
磁性微粒子と高分子の複合体の作製 
セメント固化処理土における強度発現特性と化学反応の相関性 

 
24 
19 
3 
2 

総合科学研究科 
 荻田  典男 
 浴野  稔一 

 
強相関電子系関連物質の光散乱 
超伝導体のトンネル分光，STM 

 
4 
5 

教育学研究科 
 蔦岡  孝則 
 古賀  信吉 

 
磁性化合物・合金，及び磁性機能材料の極低温における物性研究 
化学実験教材の開発 

 
15 
14 

生物圏科学研究科 
 前田  照夫 

 
牛の凍結受精卵，精子の保存 

 
9 

文学研究科 
 奥村  晃史 

 
放射性炭素同位体年代測定・EDS化学分析 

 
4 

放射光科学研究センター 
 生天目 博文 

 
放射光角度分解光電子分光による固体フェルミ面の研究 

 
8 

ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所  
 中島  安理 
 岩坂  正和 

 
ナノデバイスの物性研究 
生体磁気科学に関する研究 

 
3 
4 

先進機能物質研究センター 
 小島  由継 

 
水素貯蔵材料及び電気材料に関する基礎研究 

 
12 

HiSIM研究センター 
 三宅  正尭 

 
半導体デバイスにおける自己発熱，放熱の解析及びモデル化 

 
2 
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両生類研究センター 
矢尾板 芳郎 

 三浦  郁夫 
 鈴木   厚 
 高瀬   稔 
 古野  伸明 
 花田  秀樹 
 高橋  秀治 

 
両生類の変態の分子機構 
両生類の性決定，色彩発現および種分化 
初期発生の分子機構 
両生類の性転換機構の解析 
異環境に対する発生への影響，初期発生・卵成熟の機構解析 
両生類の精子および卵の冷凍保存 
両生類の初期発生 

 
4 
2 
8 
1 
1 
3 
2 

自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
 中島   覚 
齋藤  健一 

  
梅尾  和則 

 
集積型錯体の低温物性，環境放射能に関する研究 
共同利用機器の管理と保守 
ナノ材料の分析と評価 
極低温・高温下における希土類化合物の磁性 

 
18 
8 
15 
1 

 

3. 寒剤容器利用状況 
 
 液体ヘリウム容器は，通常百万円前後と高価である。液体窒素容器

はこれ程高価でないが，小容器しか持たない利用者が，大きな容器を

必要とする場合がある。そこで，寒剤容器の安価な貸出し支援を行っ

ている。図は容量 50L 液体窒素（左）と 60L 液体ヘリウム容器（右）。 

・使用料金 

    液体ヘリウム容器（60L,100L）：300 円／日 

    液体窒素容器（50L）     ：100 円／日 

  

                液体ヘリウム容器貸出し記録 
年度 件数 延べ日数 利 用 部 局 

平成 27 年 
平成 28 年 

168 
150 

932 
938 

理学研究科，先端研 
理学研究科，先端研， 
ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 

 

                液体窒素容器貸出し記録 
年度 件数 延べ日数 利 用 部 局 

平成 27 年 
平成 28 年 

0 
0 

0 
0 

 
 

 

4. 機器利用状況 
              平成 28 年度機器利用状況 

  機器名      学部     研究室 
3He 冷凍機  先端物質科学研究科 低温物理学，磁性物理学 
 
 
小型希釈冷凍機 
 
 

ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 
ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

 
低温実験部 
低温物理学 
 
低温実験部 

断熱消磁冷凍機 
 
 
超伝導磁石 

先端物質科学研究科 
ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 

磁性物理学 
 
低温実験部 
磁性物理学 
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 6 

 
 
 
ＳＱＵＩＤ磁束計 
 
 
 
 

 理学研究科 
ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ・ﾊﾞｲｵ融合科学研究所 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 

  
理学研究科 

数理分子生命理学専攻物理環境化学 
 
低温実験部 
磁性物理学 
電子相関物理学 
物理科学専攻物性科学 
化学専攻固体物性化学 
地球惑星システム学専攻地球惑星進化学 

 
 
 
 
電子熱輸送評価装置（PPMS） 
 
 
 
 

 工学研究科 
総合科学研究科 

 教育学研究科 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 
 
総合科学研究科 

 教育学研究科 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

機械材料工学 
環境自然科学 
自然システム教育学 
アイソトープ総合部門，低温実験部 
低温物理学，磁性物理学， 
電子相関物理学 
環境自然科学 
自然システム教育学 
低温実験部 

試料振動型磁力計  先端物質科学研究科 磁性物理学 
 
極低温Ｘ線回折装置 
 
 

 先進機能物質研究センター 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 

 理学研究科 
 総合科学研究科 

 
低温実験部 
磁性物理学 
物理科学専攻物性科学 
環境自然科学 

 
 
旋盤・ﾌﾗｲｽ盤等の工作機器 
 
 
ヘリウムリークディテクター 
 
 

 先進機能物質研究センター 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 
先端物質科学研究科 

 総合科学研究科 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

 先端物質科学研究科 
 総合科学研究科 
自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

 
低温実験部 
磁性物理学，電子相関物理学 
環境自然科学 
低温実験部 他 
低温物理学，磁性物理学 
環境自然科学 
低温実験部 

   

 
5. 実験室利用状況 

平成 28 年度実験室利用状況 

実験室 利用者（代表） 人数 研究テーマ 
Ｈ101  鈴木孝至 16 多重極限物性およびメソスコピック物理学の研究 
Ｈ101  世良正文 14 強相関物理系の電子状態の研究 
Ｈ101  高畠敏郎 17 希土類・遷移金属元素を含む化合物の低温高圧下における磁性と伝導 
Ｈ101 
Ｈ101 
Ｈ101 
Ｈ103 
Ｈ201 
Ｈ201 
Ｈ201 

 井上克也 
 藤原昌夫 
  梅尾和則 
荻田典男 

 高畠敏郎 
 井上克也 
 岩坂正和 

26 
8 
1 
4 
17 
1 
4 

キラル磁性体の合成と物性 
強磁場，極小重力空間における物理，化学，生物現象 
極低温・高圧下における希土類化合物の磁性 
強相関電子系関連物質の光散乱 
希土類・遷移金属元素を含む化合物の低温高圧下における磁性と伝導 
磁性化合物の低温における磁性と伝導 
生体磁気科学に関する研究 
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教 育 研 究 支 援 活 動           

1. 寒剤供給 
1.1 液体窒素と液体ヘリウムの供給 

  
液体窒素の利用はほぼコンスタントにあり，10 部局にわたって広く利用されている（先端物質科学

研究科，理学研究科，工学研究科，総合科学研究科，教育学研究科，生物圏科学研究科，文学研究科，

放射光科学研究センター，ナノデバイス・バイオ融合科学研究所，自然科学研究支援開発センター）。 

液体ヘリウムの利用は長期的に見ると増加しつつあり，８部局にわたる広い利用がある（先端物質

科学研究科，理学研究科，工学研究科，総合科学研究科，教育学研究科，放射光科学研究センター，

ナノデバイス・バイオ融合科学研究所，自然科学研究支援開発センター）。 

 

1.2 寒剤移充填支援 
（1）液化機のランニングコスト削減（電気・液体窒素等）のため，ヘリウムの補充はガスでなく，

500Ｌ容器で液体を購入し，それを利用者の容器（60Ｌ，100Ｌ）へ移充填する。 

（2）特定の密閉型液体窒素容器（175Ｌ）は，充填が困難なので，当職員が行なう。 
 

（1）液体ヘリウム移充填支援 4 日（購入量 1,933Ｌ） 
（2）液体窒素充填支援 2 本／月 

 
1.3 寒剤製造・供給装置の保守 

次の液化・回収システム及び周辺機器の保守作業を常時行い，保安の確保と故障の未然防止に努め

ている。 

○ 定期的保守点検 

業者委託 

1. 平成 28 年 8 月，冷却塔および回路点検・洗浄（液化用圧縮機） 

2. 平成 28 年 8 月，空気圧縮機（液化システム各種弁の駆動圧力供給源）定期点検 
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センター職員による作業 

（1）液化機本体ロータリーポンプオイル交換（1 回／年） 

（2）高圧乾燥器ロータリーポンプオイル交換（1 回／年） 

（3）液化機本体ガス置換（1 回／3 ヶ月：不純物による管閉塞防止） 

（4）機器のフイルターの清掃（1 回／月） 

（5）冷却塔（クーリングタワー）水槽スーパー浄素交換（1 回/2 ヶ月） 

（6）冷却塔（クーリングタワー）水槽カルシウム除去センサー清掃（１回／月） 

（7）回収圧縮機(30m3/h)クランク室水分除去（１回／年） 

（8）液体窒素貯槽より密閉型液体窒素容器に汲み出し用フレキシブルホース取替え（2 回／年）                     

 

1.4 ヘリウムガス回収率向上への対策 
 ヘリウムは将来枯渇が危惧されている貴重な資源であり，ヘリウムガスの回収と再液化による有効

利用は液体ヘリウムを使用するユーザー全員に課せられた義務である。そのような観点から，当実験

部としてもガス回収率向上の一環として，毎月，各研究グループのガス回収率調査とユーザーへの周

知を行っている。さらに，平成

24 年度後期から，ヘリウム供給

価格を各研究グループの回収率

に対応した個別価格に変更した。

その結果，大学全体の月別の回収

率は右図のように概ね 90％を超

え，平均では 94％となった。特

に，後期には，3 つの研究グルー

プで 100％の回収率を達成した。

今後，更なる回収率向上のため対

策を検討中である。 

 

2. 高圧ガス保安業務  
 ヘリウムの液化・回収システムは，高圧ガス保安法（以下，法）により，規制の厳しい高圧ガス第

1 種製造設備と指定される。下記の 2.1 から 2.4 までは法によって義務づけられており，危険防止と

寒剤製造の継続許可（東広島市消防局）に不可欠な重要業務である。保安係員の監督下でこれらを実

施する。 

   高圧ガス製造所保安係員：梅尾和則，保安係員代理者：萩岡光治  

 

2.1 日常点検 ３回以上／日（設備の運転状態について始業時・終業時・ほか 1 日に 1 回以上頻繁に） 

2.2 定期自主検査 （１回／年以内） 

外観検査，気密検査，断熱性能検査，保安装置（安全弁・保護装置作動試験）及び計器検査（圧力

計比較検査など），弁開閉検査，配管内流体標識検査，不同沈下測定検査他 

設備名 

（1）ヘリウム液化・回収システムの高圧ガス部分 
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（液化機，高圧乾燥器，中圧乾燥器，ヘリウム貯槽，回収圧縮機 2 基，回収マニホールド，

供給マニホールド，液化窒素貯槽） 

（2）液化用圧縮機，油分離装置  各 1 基 

（3）バッファータンク       3 基＊ 

（4）空気圧縮機（計装用）タンク  1 基＊ 

＊印は 2 種圧力容器定期自主検査として実施 

定期自主検査実施記録 

ヘリウム液化／回収システム・
液化窒素貯槽 回収マニホールド＊ 

平成 28 年 8 月 16 日～22 日 6 月 1，8 日 

＊回収マニホールドの気密検査は広大職員のみで実施 

 

2.3 保安検査 （１回／年） 
（東広島市消防局が実施する検査を受検。但し，液化窒素貯槽は 1 回／3 年，ヘリウム回収圧縮機

は 1 回／2 年） 

保安検査で不合格なら，寒剤供給は不可となるが合格を継続中である。 

設備名  液化システム製造設備一式 

保安検査受検結果 

ヘリウム液化／回収システム一式 判定 
平成 28 年 8 月 26 日受検 合格 

 
2.4 高圧ガス製造保安講習会 

・しばしば改正される高圧ガス保安法の不断の把握が必要 

年月日 場所 内容 出席者 
平成 28 年 10 月 26 日 広島県庁 広島県高圧ガス保安大会講習会 萩岡光治 

      高圧ガス製造所としての保安教育は所内で随時実施（7 回／年）。 

 

3. 密閉型液体窒素容器・圧力計検査支援 
法により密閉型液体窒素容器（高圧ガス容器）は一定期間毎，容器検査所での検査義務がある。

圧力計は計量法により毎年の検査が必要である。 

 尚，本支援を実施しているのは，現在，本学，筑波大，東大物性研等である。 

     ・検査主任者：梅尾和則，検査実施者：萩岡光治，谷山真澄 

 

平成 28 年度 容器再検査及び圧力計検査記録 
密閉型液体窒素容器  圧力計        利 用   部   局 

5 台 7 個 理学研究科，先端物質科学研究科 

備考）平成 17 年 3 月，容器保安規則改正：容器再検査時に最高充填圧力ＦＰの刻印打刻（従来の

耐圧試験圧力ＴＰ不用となる） 
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4. 寒剤利用保安教育 
 

酸欠による死亡や爆発などの事故を防

ぐため，利用者に寒剤利用保安講習会を実

施した。昨年に引き続き，ビデオを用いて

寒剤の汲出しの実際を見せ，理解を 

助けた。講習会テキスト「寒剤利用の手引

き」は，独自のものを改訂した。また，テキストの重要な点には英文を併記し，留学生等の理解を助け

た。初心者にはセンター職員が実地指導した。 

場所：理学部 E-102 号室（4/6，4/14） 

   理学部 C-212 号室（10/20，10/26 臨時） 

低温・機器分析部門会議室 H-204 号室（5/19，1/19 臨時） 

講師：梅尾和則 

内容：寒剤の性質と汲出し方，酸欠・凍傷・爆発予防の注意事項，超低温容器の構造・取扱い方，高圧

ガス保安法他 

教材：「寒剤利用の手引き」他 

 

平成 28 年度寒剤利用保安講習会実施記録 

月日 出席者数（内訳） 
4 月 6 日  142 名 （理 126，工 5，教育 10，センター1） 
4 月 14 日 
5 月 19 日 
10 月 20 日 
10 月 26 日 
1 月 19 日 

  95 名 （理 22，先端 4，工 45，総科 6，教育 8，生生 6，センター4） 
    3 名 （理 1，総科 1，生生 1） 
  22 名 （理 3，総科 12，生生 5，センター2） 
  15 名 （理 7，総科 5，生生 3） 
  7 名 （理 4，先端 2，工 1） 

計 284 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月に実施した寒剤利用保安講習会 
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5. 設備／機器の改良・導入 
  寒剤の円滑供給・低温教育研究支援の為に次の購入・設備改良を実施。 

1. 酸素濃度計点検校正（13 台：実験室と液化室） 

2. 酸素濃度計点検（液化棟のヘリウム回収ラインに設置，実験室 H-101） 

6. 社会的貢献 
 極低温では，液体ヘリウムの超流動や超伝導といった特異な現象がある。超流動ヘリウムは粘性

を持たないので，壁をよじ登ったり（フィルムフロー），ナノサイズの隙間を通り抜ける（スーパー

リーク）。超伝導体では，超伝導体内への磁束の進入を妨げるマイスナー効果がある。常温では見ら

れないこれらの現象の一般公開は，低温科学の啓発に大きく役立つ。 

 今年度も，酸化物高温超伝導体のマイスナー効果と磁束ピン止め効果を利用した磁気浮上のデモン

ストレーション装置と，平成 17 年度に開発した超流動ヘリウム観察装置を用いて，次の授業支援お

よび一般公開を当実験部液化室で実施した。 

○ 授業支援（物理科学科） 

平成 28 年 6 月 23 日，参加者：物理科学科 1 年次生 12 名  

内容：超流動 He 観察（フィルムフロー，噴水効果，スーパーリーク，カピッツアの蜘蛛） 

液体窒素温度で超伝導体の磁気浮上デモ 

○ 広島大学大学祭「極低温の不思議な世界」 

  平成 28 年 11 月 5 日  参加者：60 人 

内容：1）ヘリウム液化機公開 

2）超流動 He 観察 

  3）液体窒素温度で超伝導体の磁気浮上デモ 

  4）その他の液体窒素を用いた実験 

○ 液体窒素温度での超伝導体の磁気浮上デモ装置の貸し出し 

 

低温実験部を利用した論文数（平成 28 年度）：190 
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低温実験部を利用した論文（平成28年度） 
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6. Anomalous Antiferromagnetic Phase Diagram in HoRu2Al10 S. Kamikawa, I. Ishii, H. Goto, K. Takezawa, F. Nakagawa, H. 
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8. Structural Analysis of Novel Antiferromagnetic Material CeRu2Al10 and Its Related Compounds under Pressure, Y. 
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11. Atomic displacements and lattice distortion in the magnetic-field-induced charge-ordered state of SmRu4P4, T. Matsumura, 

S. Michimura, T. Inami, K. Fushiya, T. D. Matsuda, R. Higashinaka, Y. Aoki, and H. Sugawara, Phys. Rev. B94, 
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12. S=1/2 triangular-lattice antiferromagnets Ba3CoSb2O9 and CsCuCl3 : Role of spin-orbit coupling, crystalline electric field 

effect, and Dzyaloshinskii-Moriya interaction, A. Sera, Y. Kousaka, J. Akimitsu, M. Sera, T. Kawamata, Y. Koike, and K. 

Inoue, Phys. Rev. B94, 2014408-1-14 (2016). 

13. Fe Substitutiion Effect on the High-Field Magnetization in the Kondo Semiconductor CeRu2Al10, Kondo, K. Kindo, H. 

Nohara, M. Namamura, H. Tanida, M. Sera, and T. Nishioka, J. Phys. Soc. Jpn. 86, 026705-1-5 (2017). 

14. Field induced phase transition with quadrupole fluctuation under an orthorhombic symmetry in HoFe2Al10, S. Kamikawa, 

I. Ishii, K. Takezawa, F. Nakagawa, H. Tanida, M. Sera, and T, Suzuki, J. Phys. Soc. Jpn. to be published (2017). 

15. T. Onimaru, H. Kusunose Exotic quadrupolar phenomena in non-Kramers doublet systems — The cases of PrT2Zn20 (T = 
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17. D.T. Adroja, Y. Muro, T. Takabatake, M.D. Le, H.C. Walker, K.A. McEwen, A.T. Boothroyd Inelastic neutron scattering 

investigations of an anisotropic hybridization gap in the Kondo insulators: CeT2Al10 (T=Fe, Ru and Os) Solid State 

Phenomena 257, 11-25, 2016 26 Sept. 2016, DOI: 10.4028/www.scientific.net/SSP.257.11 

18. U. Stoker, P. Sun, N. Oeschler, F. Steglich, T. Takabatake, P. Coleman, S. Paschen, Giant isotropic Nernst effect in an 
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19. S. Kimura, H. Takao, J. Kawabata, Y. Yamada, T. Takabatake Doping effects on the electronic structure of an 

antiferromagnetic Kondo semiconductor CeOs2Al10: An optical study with Re and Ir substitution J. Phys. Soc. Jpn. 85, 



123705/1-4, 2016 17 Nov. 2016, DOI: 10.7566/JPSJ.85.123705 

20. T. Takabatake, K. Suekuni Clathrate-based thermoelectrics, in Materials Aspect of Thermoelectricity, ed by C. Uher, Chapt. 

6, pp. 219-236 (CRC Press, Boca Raton, FL, 2016) 21 Nov. 2016, DOI 10.1201/9781315197029-7 

21. J. Kawabata, T. Ekino, Y. Yamada, Y. Okada, A. Sugimoto, Y. Muro, T. Takabatake Doping effects on the hybridization gap 
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25. T. Tajima, M. Hamada, Y. Nakashimada, J. Kato: Efficient aspartic acid production by a psychrophile-based simple 
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monitoring of specific mRNA expression responses with a FRET-based DNA nano-tweezer technique that does not require 
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31. Kuroda, A, Alexandrov M., Nishimura T., Ishida T Rapid on-site detection of airborne asbestos fibers and potentially 

hazardous nanomaterials using fluorescence microscopy-based biosensing Biotechnol J. 11(6):757-767 (2016 May 24) 
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USA, 113 (43), 11913-11918, 2016 

36. Spatial control of translation repression and polarized growth by conserved NDR kinase Orb6 and RNA-binding protein Sts5., I. Nuñez, 
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人，木梨 陽康，荒川 賢治 第５３回天然有機化合物討論会講演要旨集, pp. 575-580 (2016). 

43. Matsuo Y, Maurer SP, Yukawa M, Zakian S, Singleton MR, Surrey T, Toda T. (2016) An unconventional interaction 
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Jianfei Xuea , Manabu Abea * and Ryukichi Takagia. Journal of Physical Organic Chemistry, in press, DOI: 

10.1002/poc.3632. 
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Chem., 81(19), 8710−8721. (2016)  
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Spasyuka, J. Borau-Garcia, Dalton Trans. , 45(2), 12669-12679(2016). 
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低温・機器分析部門  物質科学機器分析部 

理学研究科

先端物質

科学研究科

機器分析棟

当施設は，本学における高度な物質科学の教育・研究・開発を支援するために，高度先端研究機器

の集約化と一元的管理・運営により教育研究支援体制を強化し，物質科学分野の一層の進展と，それ

らから生まれる学際的研究を推進する基盤的施設として設置されました。 

 

本年度の主な実績は，以下の通りです。1) 3 万件の機器利用を実施，2) ナノ・キャピラリー・マイクロ

フロー高耐圧液体クロマトグラフィーシステムの利用料金を追加，3) X 線回折や質量分析のセミナーを

それぞれ開催しました。 

今後も，より充実した環境での教育研究支援活動を行うよう，スタッフ一同引き続き努力してゆきたい

と思っております。より一層のご支援をお願い致します。 

物質科学機器分析部 主任  

研 究 支 援

新しい分析法の開発 

ナノ構造の創製と機能開拓

学内外研究者との共同研究

先端装置を駆使した構造解析

分光，光物性，機能

プロジェクト研究

高精度依頼分析

最先端機器の維持・管理 

機器操作法の講習会 
（日本人対象，外国人対象の英語講習） 

分析法の指導・助言 

新規共同利用機器の設置・導入 

産学連携・地域貢献  
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概要 

物質科学機器分析部は，文部省の省令センターとして 1990 年（平成 2 年）に設立された

「機器分析センター」が前身となります。1995 年（平成 7 年）に西条キャンパスに完成し

た機器分析棟に移転し，2003 年（平成 15 年）に当センターの物質科学研究支援分野，物

質科学機器分析担当として再出発しました。その後，2006 年（平成 18 年）に当センター

の改組により，低温・機器分析部門，物質科学機器分析部となり現在に至ります。

当機器分析部は，学内外において高度な物質科学の教育・研究・開発を支援するために，

高度先端研究機器の集約化と一元的管理・運営により教育研究支援体制を強化し，物質科

学分野の一層の進展と，それらから生まれる学際的研究を推進する基盤的施設です。機器

分析棟に集約された大型機器を日々整備し，学内のユーザーならびに全国のユーザーが快

適に利用できる使用環境の構築を目指し，日々努力しています。

直近 5 カ年の主な成果は下記の通りです。

平成 28 年度 3 万件の機器利用が実施されました。XRD 講習会や質量分析セミナーの開

催や，ナノ・キャピラリー・マイクロフロー高耐圧液体クロマトグラフィ

ーシステムにおける利用料金の追加が行われました。また，中国，ロシア，

台湾，ベトナムなど海外大学からの機器見学会も増えてきました。

平成 27 年度 ナノ・キャピラリー・マイクロフロー高耐圧液体クロマトグラフィーシス

テムが導入・公開されました。極微小結晶用単結晶構造解析システムの依

頼測定を開始しました。オービトラップ質量分析によるプロテオーム解析

の実践演習を開催しました。

平成 26 年度 円二色性分光システムが導入・公開されました。また，NMR の 0.75 mm 固

体プローブの運用が開始されました。微量元素分析システムや EPMA でも

大学連携研究設備ネットワークでの利用を開始しました。質量分析メーカ

ー3 社から講師を招聘し質量分析セミナーを開催しました。

平成 25 年度 高性能ガスクロマトグラフ飛行時間型質量分析計が導入・公開されました。

半固体依頼測定と CPMAS 固体依頼測定が ECA500NMR と ECA600NMR で

それぞれ新たに開始されました。

平成 24 年度 700 MHz のデジタル NMR が移管され共同利用機器として公開されました。

大学連携研究設備ネットワークの機器に新たに 6 台の機器を登録し，全国

の大学間共同利用機器として公開しました。16 台の機器が科研費をはじめ

全ての外部資金で利用料金の振替が可能となりました。
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1. 平成 28 年度の主な業績 

 

機器実績 

1) 利用件数：  33,050 件 

2) 利用時間：  25,122 時間

3) 登録者数：  849 人

4) 講習会の開催： 103 回 

5) 依頼件数：  18,707 件

新規活動 

• 「ナノ・キャピラリー・マイクロフロー高耐圧液体クロマトグラフィーシステム」の

利用料金に，カラム(2 種類)のオプション料金を 10 月 31 日に追加設定した。

• XRD 講習会「大場茂先生による結晶構造解析講習会」を 11 月 11 日, 12 日に開催した。

• XRD 講習会「APEX2 解析講習会」を 10 月 26 日, 27 日, 28 日に開催した。

• 質量分析セミナー「MALDI-TOFMS の基礎（講師：島津製作所）」を 11 月 18 日に開催

した。

• ホームページのリニューアルを 3 月 30 日に行った。

人事： 極微小結晶用単結晶構造解析システムならびに電子スピン共鳴装置の維持・管理

を中心に行っている河田尚美氏（契約専門職員）の休職による代替職員として，土手遥氏

が 4 月～8 月，三苫朋子氏が 9 月～3 月に赴任した。 

社会貢献 

1. おもしろワクワク化学の世界 2016 広島における演示，ミクロの世界をみてみよう！！，

7 月 16-18 日

2. スーパーサイエンスハイスクールにおける機器見学，24 名，7 月 16 日

3. 第 40 回全国高等学校総合文化祭における機器演示，35 名，8 月 1 日

4. サマースクールにおけるロシアの大学生による機器見学，6 名，8 月 3 日

5. サマースクールにおけるベトナムと台湾の大学生による機器見学，12 名，8 月 10 日

6. オープンキャンパス・夢化学における高校生ならびに一般市民への演示実験と研究室

見学，約 100 名，8 月 18-19 日（齋藤研究室，電子顕微鏡，デジタルマイクロスコープ）

7. 鳥取東高等学校による実習，約 20 名，9 月 27 日

8. さくらサイエンスプランにおける長春理工大学による機器見学，19 名，2 月 23 日
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ホームページの更新： 部門のホームページを 79 回更新した。

その他： 利用者数と装置数の推移
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２．主要装置の利用状況             

  1 行目： 時間 (hr),  2 行目：件数 

装置 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

12,586 12,008 10,787 10,478 6,614 5,586 4,231 6,811 5,358

9,951 10,519 10,582 10,120 9,596 3,141 2,556 3,116 3,210

750 492 382 588 746 779 599 555 622

221 168 245 331 749 964 1,065 766 841

564 734 1,220 1,024 794 848 924 966 909

519 753 1,133 1,187 1,126 1,054 1,153 986 1,190

- - - - - - - - -

331 493 770 705 496 335 423 528 406

148 128 226 292 243 244 293 245 246

68 90 199 308 266 250 292 206 278

- - - - - - - - -

2 84 112 305 367 423 383 435 509

623 666

2,124 2,121

883 1,383 1,586 1,519 1,637 2,836 3,178

5,285 8,172 6,277 6,465 5,876 8,686 9,427

979 930

690 712

685 983 572 225 151 280 197 72 101

2,495 3,050 3,998 1,250 1,041 796 1,160 309 512

351 500 519 634

446 653 681 786

2,276 1,667 1,977 1,672 2,078 2,160 1,899 1,708 1,562

1,323 1,643 1,906 1,904 2,875 2,871 2,922 2,397 2,242

309 364 134 165 272 151 140 224 293

1,222 2,794 806 615 3,177 1,446 1,311 2,165 1,981

2,099 2,177 2,247 2,040 1,460 1,380 1,261 1,200 1,054

9,974 12,357 13,050 13,400 7,990 7,396 6,913 6,799 8,131

699 1,008 1,045 750 758 1,238 1,164

1,144 1,009 524 162 139 152 273

5,631 6,654 5,490 5,902

1,721 2,365 1,759 1,966

374 1,135 1,895 2,228 1,294 1,472 1,128

35 114 155 391 173 210 198

2,025 1,778 1,788 2,010 1,670 1,598 1,297

349 351 316 411 218 196 193

351 220 524
76 71 119
46 337 207
9 67 32

カーボンコーター

超高分解能核磁気共鳴装置 (J101)

超高分解能透過型電子顕微鏡

エネルギー分散型X線分析装置 (SEM-EDX)

蒸着用イオンスパッタ装置

超高分解能電界放出型走査電子顕微鏡装置

フォトルミネッセンス/ラマン分光装置

極微小結晶用単結晶構造解析システム
(J107)

レーザーイオン化飛行時間型質量分析装置

高性能ハイブリッド質量分析システム

電子スピン共鳴装置

高性能ガスクロマトグラフ飛行時間質量分析計

二重収束質量分析計

ナノ・キャピラリー・マイクロフロー高耐圧液体
クロマトグラフィーシステム

電子プローブマイクロアナライザー

微量元素分析システム

円二色性分散計

700MHzデジタルNMR装置

極微小結晶用単結晶構造解析システム
(理A416)

円偏光ルミネセンス測定装置  
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３．共同利用機器一覧 

分類 機器 型式 部屋 担当
日本電子, ECA600
日本電子, LA500

日本電子製, ECA500

700MHzデジタルNMR装置 ブルカー・バイオスピン, AVANCE 先・102-S2 理 ・ 楯 真一 教授

ESR 電子スピン共鳴装置 ブルカー・バイオスピン, E500 J109
理・安倍学 教授

技術センター・土手遥 契約専門職員(8月まで)
技術センター・三苫朋子 契約専門職員(9月以降)

レーザイオン化飛行時間型
質量分析装置

島津, AXIMA-CFR plus J109
理・泉俊輔 教授

技術センター・網本智子 契約専門職員
技術センター・藤高仁 技術専門職員

技術センター・柿村順一 技術専門職員

高性能ハイブリッド型
質量分析システム

Thermo Fisher Scientific,
       LTQ Orbitrap XL

J108
技術センター・網本智子 契約専門職員

N-BARD・加治屋大介 助教
ナノ・キャピラリー・マイクロフ

ロー高耐圧液体クロマトグラ
フィーシステム

Thermo Fisher Scientific,
Ultimate 3000 RSLC nano

J108
先端・中の三弥子 准教授

技術センター・網本智子 契約専門職員

高性能ガスクロマトグラフ
飛行時間質量分析計

日本電子製 JMS-T100GCV
AccuTOF GCv 4G

J108 技術センター・網本智子 契約専門職員

CHNS分析装置 (直接用) パーキンエルマー, 2400II J203
CHNS分析装置 (依頼用) パーキンエルマー, 2400II J301

ハロゲン分析装置 三菱化成, TOX-10S J301
日本電子, JXA-8200 J306

日本電子, JCMA-733II J307
超高分解能透過型電子顕微鏡 日本電子, JEM-2010 J103

透過型電子顕微鏡用
元素分析・CCDｶﾒﾗｼｽﾃﾑ

日本電子, JED-2300T
Olympus, MEGAVIEW G2,

CANTEGA
J103

精密イオンポリッシング PIPS 691 J302
超高分解能電界放出型
 走査電子顕微鏡装置

日立ハイテクノロジーズ, S-5200 J103

蒸着用イオンスパッタ装置 日立ハイテクノロジーズ, E-1030 J103
エネルギー分散型X線分析装置 EDAX, Genesis XM2 J103

カーボンコーター メイワフォーシス, CADE J103
オスミウムコーター メイワフォーシス, Neoc-STB J103

顕微鏡 デジタルマイクロスコープ キーエンス, VB-7010 J304

N-BARD・齋藤健一 教授
N-BARD・加治屋大介 助教

技術センター・藤高 仁 技術専門職員
技術センター・前田誠 技術主任

X線結晶構造解析装置 Bruker, SMART-APEX J104 理・井上克也 教授
極微小結晶用単結晶構造

解析システム（高温測定用）
Bruker, SMART-APEX II J107

極微小結晶用単結晶構造
解析システム（低温測定用）

Bruker, SMART-APEX II A416

PL
Raman

フォトルミネッセンス
 /ラマン分光装置

HORIBA-JY, T64000 J103
N-BARD・齋藤健一 教授

N-BARD・加治屋大介 助教
極低温磁気円二色性装置 日本分光, J-720 J104 理・井上克也 教授

円二色性分散計 日本分光製 J-1500 J203
円偏光ルミネセンス測定装置 日本分光製 CPL-200型 J203

旋光計 日本分光, DIP-370 J206
可視紫外分光光度計 島津, UV-160A J206

フーリエ変換赤外分光光度計 日本分光, FT/IR-5300 J206
分光蛍光光度計 日本分光, FP-6200 J304

グロースキャビネット 三洋ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ, MLR-350 J203
グロースキャビネット 三洋ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ, MLR-350H J203

クリーンベンチ 三洋ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ, MCV-710 ATS J206
オートクレーブ トミー精工, BS-235 J206

ヒーター式インキュベータ 三洋電機, MIR-162 J206
振盪培養機 東京理化, MMS300 J206

ホモジナイザー イウチ, HOM J206

SEM 技術センター・前田誠 技術主任

NMR
超高分解能核磁気共鳴装置 技術センター・藤高仁 技術専門職員

MS

元素
分析

N-BARD・毛利豊 研究支援員

EPMA
電子プローブ

 マイクロアナライザー
技術センター・柴田恭宏 技術専門員

TEM 技術センター・前田誠 技術主任

J101

生物
培養

N-BARD・齋藤健一 教授
N-BARD・加治屋大介 助教

XRD

CD

他の
分光

N-BARD・齋藤健一 教授
N-BARD・加治屋大介 助教

技術センター・網本智子 契約専門職員

理・池田俊明 助教

理・水田勉  教授
技術センター・土手遥 契約専門職員(8月まで)

技術センター・三苫朋子 契約専門職員(9月以降)
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主要装置の外観 

TEM

NMR

ESR

XRD

EPMA

FE-SEM

PLRaman

元素分析
GC-TOFMS

Hybrid MS

イオンスパッタ装置 カーボンコーター オスミウムコーター

円二色性分散計

円偏光ルミネセンス

MALDI-TOFMS
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４．保守活動 

NMR（超高分解能核磁気共鳴装置）

• ECA500NMR：液体窒素再液化装置 NR70 オーバーホール（9 月 16 日）

• Lambda500NMR：FSY 修理（8 月 7 日）

• Lambda500NMR：プローブ修理（8 月 7 日）

• Lambda500NMR：電源部コンデンサ交換（8 月 7 日）

• Lambda500NMR：液体窒素供給装置 NS-300T オーバーホール（1 月 17 日）

• ECA600NMR：液体窒素供給装置 NS-300T オーバーホール（1 月 17 日）

• 700MHz デジタル NMR：クライオプローブ、AIRPRO（コンプレッサー）    

オーバーホール（クロマチン研究拠点が経費負担）（1 月 31 日）

EPMA（電子プローブマイクロアナライザー）

• 電子像表示ユニット修理（11 月 4 日）

• 検出器高圧ユニット修理（11 月 30 日, 1 月 23 日, 2 月 14 日）

TEM（超高分解能透過型電子顕微鏡）

• 高圧タンク・フィラメント交換（4 月 15 日）

• フィラメント交換（6 月 24 日）

• フィラメント交換（7 月 29 日）

• フィラメント, アッセンブリ, ウェーネルトキャップ交換（8 月 31 日）

FE-SEM（超高分解能電界放出型走査電子顕微鏡装置）

• ドライポンプ交換（6 月 29 日）

• 通信基盤交換（2 月 7 日）

Hybrid-MS（高性能ハイブリッド型質量分析システム）

• ロータリーポンプ：オイル交換（8 月 26 日）

• Accela インジェクションバルブ：ローターシール交換（9 月 16 日, 2 月 7 日）

• Orbitrap：FAN 交換（11 月 21 日）

• 制御 PC ソフトウェアアップグレード（12 月 26 日）

• N2 ガス発生装置メンテナンス（3 月 23 日, 3 月 29 日）

Nano-LC（ナノキャピラリー・マイクロフロー高耐圧液体クロマトグラフィーシステム）

• 左ポンプヘッドの交換（5 月 19 日）

• インジェクションバルブの DOSING Unit 交換（12 月 14 日）

GC-TOFMS（高性能ガスクロマトグラフ飛行時間質量分析計）

• Direct probe(DEP)：エミッター交換修理（5 月 18 日）

• ロータリーポンプ：オイル交換（8 月 26 日）

• EFI イオン源：ワイヤー(カソード)交換（9 月 8 日）

• DirectProbe 用フランジ：引き取り修理（10 月 17 日～10/27 日）

• 標準イオン源：フィラメント交換（12 月 19 日）

微量元素分析システム CHNS 分析装置（依頼測定用）

• フィルターディスク交換（5 月 23 日, 8 月 22 日, 11 月 14 日, 3 月 7 日）

• 錫カプセル受けの分解＆内部清掃（5 月 23 日, 8 月 22 日, 11 月 14 日, 3 月 7 日）
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微量元素分析システム CHNS 分析装置（直接測定用）

• フィルターディスク交換（5 月 23 日, 8 月 22 日, 11 月 14 日, 3 月 7 日）

• 錫カプセル受けの分解＆内部清掃（5 月 23 日, 8 月 22 日, 11 月 14 日, 3 月 7 日）

• 微量元素分析用の電子天秤分解修理（3 月 8 日）

XRD（極微小結晶用単結晶構造解析システム，高温測定用）

• 測定用 PC 修理（9 月 8 日）

XRD（極微小結晶用単結晶構造解析システム，低温測定用）

• 真空ポンプ停止 オイル追加（8 月 19 日）

• 水シール・カーボンブラシ交換（9 月 20 日）

• 送水装置インバータ交換（9 月 28 日）

• 液体窒素用ヒーター修理（6 月 20 日）

ESR（電子スピン共鳴装置）

• ヒーターのヒューズ交換（5 月 13 日）

• 液体窒素用ヒーター修理（6 月 20 日）

CD（円二色性分散計）

• ストップトフローメンテナンス（8 月 5 日）

• ヒューズ交換（2 月 13 日）

• 電源メンテナンス（2 月 21 日） 

PL/Raman（フォトルミネッセンス/ラマン分光装置）

• アルゴンレーザーの電源交換（5 月 11 日, 16 日）
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５．利用者 

 
5.1  部局（13 部局の利用者） 

部局 利用者数（人）

工学研究院 313
理学研究科 243
先端物質科学研究科 129
生物圏科学研究科 49
自然科学研究支援開発センター 30
総合科学研究科 19
医歯薬学総合研究科 18
教育学研究科 18
先進機能物質研究センター 17
環境安全センター 5
国際協力研究科 5
原爆放射線医科学研究所 2
平和科学研究センター 1
計 849    部局別の利用者割合 
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者
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3.1倍増

 
利用者数の推移 

 
5.2  研究グループ 

利 用 申 請 者 研   究   題   目 利用者数

工学研究院 

 島田  学 

 荻   崇 

 佐野  庸治 

 都留  稔了 

 後藤  健彦 

 早川  慎二郎 

 松村  幸彦 

 福井  国博 

日比野 忠志 

播磨  裕 

半井  健一郎 

河合  研至 

池田  篤志 

 

機能性材料の作成、評価及び腐食技術に関する研究 

微粒子の精密ナノ構造化 

無機酸化物の合成、構造解析と触媒材料としての応用 

ナノ多孔性分離膜の構造評価 

金属微粒子と高分子の複合化 

薄膜材料のキャラクタリゼーション 

ナノマテリアルのキャラクタリゼーション 

制御流同伴型新規サイクロンの開発と性能評価 

有機泥の分解に伴う性状変化に関する研究 

材料物性化学に関する研究 

セメント硬化体の特性とイオンの移動に関する研究 

セメント硬化体の特性とイオンの移動に関する研究 

脂質二分子膜を基体とした機能性材料の創製 

 

21 

16 

19 

18 

7 

15 

3 

17 

10 

19 

3 

8 

20 

理学

工学

先端

生物圏

医歯薬

教育他

総科
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大下  浄治 

吉田  英人 

 滝嶌  繁樹 

  

塩野  毅 

 

犬丸  啓 

矢吹  彰広 

松木  一弘 

佐々木 元 

遠藤  暁 

土田  孝 

新規有機機能性色素の開発 

有機反応の新規開発 

超臨界流体場を利用した有機・無機化合物および有機・無機ハイブリ

ット材料の開発 

錯体触媒によるポリオレフィンの精密合成および環境調和高分子開

発に関する研究 

新規機能性無機材料の研究 

機能性薄膜の合成 

環境対応型ユビキタス合金・複合材料の組成と製造プロセスの最適化 

機能性材料の構造と分析 

Csホットパーティクルの分析 

セメント固化処理土における強度発現特性と化学反応の相関性 

19 

12 

13 

 

21 

 

20 

7 

21 

20 

2 

2 

理学研究科 

 安倍  学 

 灰野  岳晴 

  

山本  陽介 

 木村  昭夫 

 藤原  好恒 

 植木  龍也 

森下  文浩 

水田  勉 

 黒岩  芳弘 

 鈴木  克周 

 片山  郁夫 

 星野  健一 

 柴田  知之 

 安東  淳一 

 楯   真一 

 井上  克也 

 大前  英司 

 平谷  篤也 

  

泉   俊輔 

 坂本  敦 

 中島  伸夫 

 山本  卓 

 井口  佳哉 

 

反応中間体の反応挙動の精査とその応用 

特異な包接モチーフを用いた超分子らせんポリマーの構築と高度分

子配列制御 

有機典型元素化合物の合成・構造・反応 

強相関電子系の高分解能光電子分光実験 

自然現象や生命現象における非平衡科学と磁気科学の研究 

ホヤの高選択的金属濃縮機構および接着機構の研究 

軟体動物腹足類の神経ペプチドの構造解析 

遷移金属錯体の構造と反応性の研究 

結晶構造解析による誘電体構造物性の研究 

バクテリアから真核生物への遺伝子輸送現象の解析と応用 

蛇紋岩の形成過程とマントルウェッジの含水化 

鉱石鉱物の組成 

地球型惑星の進化学 

地球を構成する鉱物の微細組織観察と化学組成測定 

タンパク質の構造・機能解析 

化学制御キラリティが拓く新しい磁性 

タンパク質の構造と機能における水和の役割 

自己組織化単分子膜を応用した膜およびナノ粒子の評価/有機修飾表

面上へのカーボンナノチューブの吸着状態の研究 

生体機能の化学的・生化学的解明と開発 

植物の機能とその制御 

TiO2ナノチューブの結晶状態の観測 

動物の発生・再生現象における核内構造の生化学的解析 

金属クラスターイオンおよびそのホスト分子包接錯体の極低温・気相分光 

 

19 

18 

 

23 

7 

17 

5 

2 

15 

4 

9 

13 

7 

6 

15 

13 

24 

2 

5 

 

7 

11 

11 

4 

6 

先端物質科学研究科 

 柿薗  俊英 

 

微生物燃料電池の細胞外ナノワイヤ 

 

2 
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 荒川  賢治 

 加藤  純一 

 東   清一郎 

  

 

中の  三弥子 

 山田  隆 

 岡村  好子 

 坂上  弘之 

 河本  正次 

 八木  隆多 

 鈴木  孝至 

 高畠  敏郎 

 松村  武 

 角屋  豊 

 黒田  章夫 

放線菌の二次代謝生合成および制御システムの解析 

微生物を利用した物質変換システムの構築 

フレキシブル・大面積エレクトロニクスに向けた四族薄膜半導体形成

技術、および次世代半導体デバイスの実現に向けた材料・デバイス形

成技術に関する研究 

糖鎖関連バイオマーカーの開発 

植物と微生物とそれらに感染するウイルス、ファージに関する研究 

海洋バクテリアを用いた有用物質生産 

金属・半導体および有機材料の構造解析と精密制御に関する研究 

アレルギー抑制因子の作用機序解明 

原子層物質の物性測定 

多重極限物性およびメゾスコピック物理学の研究 

希土類・遷移金属を含む化合物における磁性と熱電物性 

強相関電子系物質の物性 

プラズモニクス 

微生物のリン酸・シリコン代謝機構の解析 

8 

14 

4 

 

 

6 

4 

8 

2 

12 

4 

15 

20 

3 

4 

6 

生物圏科学研究科 

 浅川  学 

  

国吉  久人 

大村  尚 

太田  伸二 

 山本  民次 

戸田  求 

海野  徹也 

 中坪  孝之 

 小池  一彦 

 

南西諸島産海洋生物における有用生理活性物質の探索研究 

藻類レクチンの機能解析 

ミズクラゲ幼生のペプチドーム解析 

化学情報物質を媒介とした生物間相互作用や進化に関する研究 

生理活性天然物質の構造と機能に関する研究 

水域底泥の改善に関する研究 

森林生態系における物質生産量の定量化 

魚類耳石 Sr/Ca による回遊履歴の推定 

流域生態系の炭素循環過程 

クラゲ類の大量発生を支える生態生理学的特性の解明 

 

3 

9 

2 

5 

10 

6 

3 

4 

5 

2 

医歯薬学総合研究科 

 松浪  勝義 

 武田  敬 

 茶山  一彰 

 太田  茂 

 小池  透 

 林   幾江 

 

天然資源からの生物活性物質の探索 

新規合成反応の開発および生理活性物質の全合成 

B 型肝炎ウイルス関連タンパクの研究 

合成標品・代謝物分析 

タンパク質翻訳後修飾を分析するための機能性分子の開発と応用 

バクテリアの産生するバイオフィルムに関する研究 

 

3 

2 

3 

7 

2 

1 

総合科学研究科 

 浮穴  和義 

 田口  健 

 田中  晋平 

 並木  敦子 

 

生理活性ペプチドの同定 

高分子結晶成長機構の解明 

油水界面で生成するアミノ酸界面活性剤の物性と構造形成の研究 

マグマ中の気泡の挙動の解明 

 

5 

2 

3 

1 
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 佐藤  明子 

 根平  達夫 

ショウジョウバエ視細胞を用いた細胞内選別輸送システムの解明 

ホスファターゼを特異的に認識する蛍光色素の開発 

4 

4 

教育学研究科 

 古賀  信吉 

 蔦岡  孝則 

 

化学教育教材開発のための素材分析 

粒子分散型複合材料の高周波電磁気特性の研究 

 

14 

4 

先進機能物質研究センター 

 小島  由継 

 

水素エネルギー関連材料開発に関する基礎研究 

 

17 

原爆放射線医科学研究所 

 保田  浩志 

 

 

放射線治療および被ばく医療において有効な遡及的線量評価技術の

研究開発 

 

2 

 

大学院国際協力研究科 

 Tran Dang Xuan 

 

稲に由来する天然物質構造の解析 

 

5 

平和科学研究センター 

 小倉  亜紗美 

 

 

廃棄物処理の観点からみた街路樹落葉の堆肥化-広島大学東広島キャ

ンパスにおける事例- 

 

1 

 

環境安全センター 

 大野  正貴 

 

瀬戸内海における栄養塩濃度管理法の開発 

 

5 

自然科学研究支援開発ｾﾝﾀｰ 

 田中  伸和 

 

中島  覚 

 稲田  晋宣 

 松嶋  亮人 

齋藤  健一 

 

外来異種遺伝子導入による植物の機能変化の研究 

生体物質の分子解析 

金属錯体の電子状態 

微生物の機能に関する研究 

赤褐色バイオマットへの人工放射性核種の吸着について 

ナノ材料の分析と評価 

 

2 

2 

10 

1 

1 

14 
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6. 専任教員の研究紹介  Homepage： http://home.hiroshima-u.ac.jp/saitow/ 

 

・ 齋藤 健一 教授 

（物質科学機器分析部， 理学研究科・併任） 

・ 加治屋 大介 助教  

（物質科学機器分析部，理学部化学科・併任） 

 

 

研究テーマ 1．塗布法で作製する Si 系太陽電池の開発： 機能と構造の相関 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

J. Phys. Chem. C 120, 19043 (2016).より抜粋 
 
 

 
 

研究テーマ 2． 有機薄膜の配向と電荷輸送特性 

J. Phys. Chem. C 120, 23351 (2016).より抜粋

導電性高分子のフィルムを擦ると配向膜が作製

され，有機 EL や薄膜太陽電池における電流方向に

電荷移動度が増加することを観測しました。特に，

より柔らかい高分子フィルムで配向と電荷移動度

が顕著に起きるメカニズムを報告しました。軽く

てフレキシブルなウェアラブル次世代型有機エレ

クトロニクスへの応用も期待されます。

単結晶シリコン（Si）は，太陽電池の材料

として，世の中で最もよく使われています。

しかし，その製造には PN 接合作製のため

に，高温とクリーンルームが必要です。本研

究で作製した太陽電池は，単結晶 Si に導電

性高分子溶液を常温で塗布し，電極をつける

だけで作製できます。光電変換効率は 8％程

で，市販のアモルファス Si の太陽電池に近

い値です。本研究では，この太陽電池の性能

を決める要因を多数の実験的手法により決

定し，ナノ・ミクロ・マクロ構造と機能の相

関性を解明しました。
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7. 研究・教育支援活動の詳細 （無印：研究支援，＊：教育支援，！：社会貢献）

* 4 月 9 日 理学部化学科新入生による施設見学
* 4 月 14 日 大学院理学研究科化学専攻講義（物理化学概論）
* 4 月 15 日 理学部化学講義（光機能化学）

4 月 14 日 機器講習会：元素分析
4 月 20 日 低温・機器分析部門の連絡会

* 4 月 21 日 大学院理学研究科化学専攻講義（物理化学概論）
* 4 月 22 日 理学部化学講義（光機能化学）

4 月 25-28 日 機器講習会：Hybrid MS 
4 月 26,27 日 機器講習会：EPMA

* 5 月 6 日 理学部化学講義（光機能化学）
5 月 9,10 日 機器講習会：ナノ LC 
5 月 13 日 機器講習会：円二色性
5 月 13 日 機器講習会：円偏光ルミネセンス

* 5 月 12 日 大学院理学研究科化学専攻講義（物理化学概論）
* 5 月 13 日 理学部化学講義（光機能化学）

5 月 16-20 日 機器講習会：Lambda500NMR 
5 月 17-19 日 機器講習会：GC-TOFMS 
5 月 19,20 日 機器講習会：PL/Raman 

* 5 月 19 日 大学院理学研究科化学専攻講義（物理化学概論）
* 5 月 20 日 理学部化学講義（光機能化学）

5 月 23 日 機器講習会：PL/Raman 
5 月 23-27 日 機器講習会：ECA600NMR 
5 月 23-27 日 機器講習会：ECA500NMR 
5 月 23-27 日 機器講習会：TEM
5 月 23,24 日 機器講習会：ESR
5 月 24 日 機器講習会：元素分析
5 月 24-26 日 機器講習会：MALDI-TOFMS 
5 月 26 日 機器講習会：元素分析
5 月 26,27 日 機器講習会：EPMA
5 月 26,27 日 機器講習会：XRD 

* 5 月 26 日 大学院理学研究科化学専攻講義（物理化学概論）
* 5 月 27 日 理学部化学講義（光機能化学）

5 月 30,31 日 機器講習会：FE-SEM 
6 月 1-3 日 機器講習会：FE-SEM 

* 6 月 2 日 大学院理学研究科化学専攻講義（物理化学概論）
* 6 月 3 日 理学部化学講義（光機能化学）

6 月 7 日 機器講習会：TEM
6 月 9 日 機器講習会：元素分析

* 6 月 9 日 大学院理学研究科化学専攻講義（物理化学概論）
* 6 月 10 日 理学部化学講義（光機能化学）
* 6 月 17 日 理学部化学講義（光機能化学）
* 6 月 24 日 理学部化学講義（光機能化学）

7 月 1 日 機器講習会：PL/Raman 
* 7 月 1 日 理学部化学講義（光機能化学）
* 7 月 8 日 理学部化学講義（光機能化学）

7 月 9 日 機器講習会：PL/Raman 
7 月 12 日 機器講習会：元素分析

* 7 月 15 日 理学部化学講義（光機能化学）
* 7 月 15 日 理学部化学科演習（物理化学演習）
* 7 月 15 日 理学部化学講義（光機能化学）
!  7 月 16 日 スーパーサイエンスハイスクールにおける機器見学
* 7 月 22 日 理学部化学講義（光機能化学）
* 7 月 22 日 理学部化学科演習（物理化学演習）

7 月 24 日 機器講習会：PL/Raman 
* 7 月 29 日 理学部化学科演習（物理化学演習）
!  8 月 1 日 第 40 回全国高等学校総合文化祭における演示
!  8 月 3 日 サマースクールにおけるロシアの学生による機器見学
* 8 月 5 日 理学部化学講義（光機能化学）
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!  8 月 10 日 サマースクールにおけるベトナムと台湾の大学生による機器見学
8 月 12-14 日 夏季の機器利用停止
8 月 17 日 機器講習会：Hybrid MS 

!  8 月 18-19 日 オープンキャンパス・夢化学 21 における高校生ならびに一般市民への演示実験と
研究室見学（齋藤研究室，電子顕微鏡，デジタルマイクロスコープ）

8 月 22 日 機器講習会：Hybrid MS 
8 月 31 日 機器講習会：PL/Raman 
9 月 13 日 機器講習会：元素分析
9 月 14 日 機器講習会：TEM
9 月 21 日 機器講習会：元素分析

!  9 月 27 日 鳥取東高等学校による実験実習
9 月 29 日 機器講習会：元素分析
10 月 3 日 機器講習会：円偏光ルミネセンス
10 月 6 日 機器講習会：元素分析

* 10 月 6 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
10 月 13 日 機器講習会：元素分析
10 月 13 日 機器講習会：TEM

* 10 月 13 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
10 月 14 日 低温・機器分析部門の連絡会

* 10 月 20 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
10 月 24 日 機器講習会：円偏光ルミネセンス
10 月 26 日 機器講習会：元素分析

* 10 月 27 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
10 月 26-28 日 APEX2 解析講習会
10 月 28 日 国立大学法人機器・分析センター協議会総会（場所：東京）
10 月 31 日 ナノ LC：オプションとしてカラム(2 種類)の料金を追加設定

* 11 月 4 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
* 11 月 11 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）

11 月 11 日 大場茂先生による結晶構造解析講習会
* 11 月 17 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）

11 月 18 日 質量分析セミナー(MALI-TOFMS の基礎）講師：島津製作所
11 月 22 日 機器講習会：元素分析

* 11 月 24 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
* 12 月 1 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
* 12 月 8 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）

12 月 15 日 機器講習会：円偏光ルミネセンス
* 12 月 15 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
* 12 月 22 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）

12 月 28 日-1 月 4 日：年末年始の機器利用停止
* 1 月 5 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
* 1 月 12 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）

1 月 19 日 機器講習会：元素分析
* 1 月 19 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）
* 1 月 26 日 大学院理学研究科化学専攻講義（光機能化学）

2 月 9 日 機器講習会：元素分析
2 月 14 日 機器講習会：GC-TOFMS 
2 月 15 日 機器講習会：旋光計

!  2 月 23 日 さくらサイエンスプランにおける長春理工大学による機器見学
3 月 2 日 機器講習会：円偏光ルミネセンス
3 月 8 日 機器講習会：元素分析
3 月 6 日 機器講習会：Hybrid MS 
3 月 28 日 機器講習会：PL/Raman 
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Appendix: 当施設の装置利用手順  

 

利用手続きの主な流れは以下の通りです。詳細はホームページをご覧ください。

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kiki/kiki/annai.shtml 

 

 

利用申請書の提出

機器利用講習会の受講

【大学連携NW 】 利用資格の申請

【大学連携NW 】 相互利用予約 【大学連携NW 】 依頼測定予約

申込書・ 測定試料の提出使用申込書の提出 時間外利用届の提出・
鍵の借受け

測定（各機器の担当者）測定 鍵で入退室

測定結果と試料の返却鍵の返却

研究成果の報告

論文の別刷り を一部提出

※ 時間外利用の場合

直接測定（相互利用） 依頼測定

 
 

※【大学連携 NW】=「大学連携研究設備ネットワーク」
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物質科学機器分析担当を利用した論文（平成28年度） 

 

機器分析担当の分析機器一覧 

 

番号 機　　器　　名 型　　　　　式
1 超高分解能核磁気共鳴装置 （日本電子製　ECA600，LA500，ECA500）

（ブルカー製 AVANCE）
2 電子スピン共鳴装置 （ブルカー製 E500）
3 超高分解能透過型電子顕微鏡 （日本電子製　JEM-2010）

TEM-EDX （日本電子製 JED-2300T）
4 超高分解能電界放出型走査電子顕微鏡装置 （日立ハイテクノロジーズ製 S-5200）
5 エネルギー分散型X線分析装置(SEM-EDX) （エダックス・ジャパン製 Genesis XM2）
6 カーボンコーター　　 （メイワフォーシス製 CADE）
7 蒸着イオンスパッタ装置 （日立ハイテクノロジーズ製 E-1030）
8 オスミウムコーター （メイワフォーシス製 Neoc-STB）
9 精密イオンポリッシング装置 （PIPS 691形）
10 フォトルミネッセンス/ラマン分光装置　 （HORIBA-JY製T64000）
11 極微小結晶用単結晶構造解析システム （ブルカー製 SMART-APEX II）
12 X線結晶構造解析装置 （Bruker社製　SMART-APEX）
13 高性能ハイブリッド型質量分析システム （Thermo Fishcer Scientific製LTQ Orbitrap XL）

14
ナノ・キャピラリー・マイクロフロー高耐圧液体
クロマトグラフィーシステム

（Thermo Fisher Scientific製Ultimate 3000 RSLC nano）

15 高性能ガスクロマトグラフ飛行時間質量分析計（日本電子製 JMS-T100GCV ）
16 レーザーイオン化飛行時間型質量分析装置 （島津製　AXIMA-CFR plus）
17 微量元素分析システム

　　　ＣＨＮ分析装置　 （パーキンエルマー製CHNS/0 2400II）
　　　ＣＨＮＳ／Ｏ分析装置 （パーキンエルマー製　CHNS/0 2400II）
　　　ハロゲン分析装置 （三菱化成製　TOX-10Σ ）

18 電子プローブマイクロアナライザー （日本電子製　JXA-8200，JCMA-733II）
19 旋光計 （日本分光製　DIP370）
20 可視紫外分光光度計 （島津製　UV-160A）
21 分光蛍光光度計 （日本分光製FP-6200）
22 フーリエ変換赤外分光光度計 （日本分光製　FT/IR-5300）
23 円二色性分散計 （日本分光製 J-1500）
24 円偏光ルミネセンス測定装置 （日本分光製 CPL-200）
25 極低温磁気円二色性装置 （日本分光製　Ｊ-720）
26 円二色性・ストップトフロー測定装置 （日本分光製　J-500CH）
27 ラマン分光光度計 （日本分光製　NRI-1866M）
28 デジタルマイクロスコープ　 （キーエンス製　VB-7010）
29 分析／分取用LC／MSシステム （Waters製　ALLIANCE2690/ZQ2000）
30 生物培養システム

　　　グロースキャビネット （三洋メディカルシステム製　MLR-350H，MCV-710ATS）

　　　クリーンベンチ （三洋メディカルシステム製　MLR-350H）
　　　オートクレーブ （トミー精工製　BS-235）
　　　ヒーター式インキュベータ （三洋電機製　MIR-162）
　　　振盪培養機 （東京理化製　MMS-300）  

 

1. Y. Xin, T. Kitasako, M. Maeda, and K. Saitow, “Solvent dependence of laser-synthesized blue-emitting Si nanoparticles: size, 

quantum yield, and aging performance” Chem. Phys. Lett. 674, 90-97 (2017). 利用機器番号： 3 

2. Y. Xin, R. Wakimoto, and K. Saitow, “Synthesis of size-controlled luminescent Si nanocrystals from (HSiO1.5)n polymers” 

Chem. Lett. in press (2017). 利用機器番号： 3 

3. N. Ikeda, T. Koganezawa, D. Kajiya and K. Saitow, “Performance of Si/PEDOT:PSS hybrid solar cell controlled by 

PEDOT:PSS film nanostructure” J. Phys. Chem. C, 120, 19043-19048 (2016) 利用機器番号： 2 

4. H. Yasuhara and S. Nakashima “Inter-Metallocene Cross-Coupling Reaction and Oxidation Study on Hetero Nuclear 

Bimetallocene Compounds including Fe, Ru and Os (Selected Paper)” Bull. Chem. Soc. Jpn., 89, 1344-1353 (2016). 利用機

器番号： 1, 13, 17 Selected Paper 

5. H. Dote, H. Yasuhara, and S. Nakashima “THE FORMATION MECHANISM OF ASSEMBLED COMPLEXES 

BRIDGED BY 1,3–BIS(4–PYRIDYL)PROPANE” Chem. J. Moldava, 11, 33-38 (2016). 利用機器番号： 1, 12, 13, 17 

6. H. Yasuhara, R. Naguwa, and S. Nakashima “Oxidative C-C bond Cleavage Reaction of Biosmocene” Chem. Lett., 45, 848 

(2016).  利用機器番号： 1, 12, 13, 17 



7. Direct Detection of a Chemical Equilibrium between a Localized Singlet Diradical and Its σ-Bonded Species by Time 

Resolved UV-vis and IR Spectroscopy: Notable Nitrogen-Atom Effects. S.Yoshidomi, M. Mishima, S. Seyama, M. Abe*, Y. 

Fujiwara, T. Ishibashi. Angew. Chem. Int. Ed. in press, DOI: 10.1002/anie.201612329 and 10.1002/ange.201612329. 利用機

器番号：1, 13 

8. Using Molecular Architecture to Control the Reactivity of a Triplet Vinylnitrene. Sarkar, Sujan; Osisioma, Onyinye; Karney, 

William; Abe, Manabu; *Gudmundsdottir, Anna. Journal of the American Chemical Society, 2016, 138, 14905–14914. 利用

機器番号：2, 13 

9. Photochemical [2+2] Paternò-Büchi Cycloaddition of Aromatic Carbonyl Compounds with 2-Siloxy-1H-Pyrrole Derivatives. 

Jianfei Xuea , Manabu Abea * and Ryukichi Takagia. Journal of Physical Organic Chemistry, in press, DOI: 

10.1002/poc.3632. 利用機器番号：13 

10. Design and Synthesis of a 4-Nitrobromobenzene Derivative bearing an Ethylene Glycol Tetraacetic acid Unit for a New 

Generation of Caged Calcium. Jakkampudi, Satish; *Abe, Manabu; Komori, Naomitsu; Takagi, Ryukichi; Furukawa, Ko; 

Katan, Claudine; Sawada, Wakako; Takahashi, Noriko; *Kasai, Haruo. ACS Omega, 2016, 1 (2), 193-201. 利用機器番号：13 

11. Design, Synthesis, and Reaction of π-Extended Coumarin-Based New Caged Compounds with Two-Photon Absorption 

Character in the Near-IR Region. Chitose, Youhei; *Abe, Manabu; Furukawa, Kou; Katan, Claudine. Chemistry 

Letters , 2016, 45(10), 1186-1188. 利用機器番号：13 

12. Impact of Diradical Spin State (Singlet vs. Triplet) and Structure (Puckered vs. Planar) on the Photodenitrogenation 

Stereoselectivity of 2,3-Diazabicyclo[2.2.1]heptanes *Abe, Manabu; Tada, Saori; Mizuno, Takemi; *Yamasaki, Katsuyoshi 

Journal of Physical Chemistry, Part B, 2016, 120, 7217-7226. 利用機器番号：1, 2, 13 

13. "Biomimetic Transformation by a Crystal of a Chiral Mn-II-Cr-III Ferrimagnetic Prussian Blue Analogue" Y. Yoshida, K. 

Inoue, K K. Kikuchi, M. Kurmoo,  Chem. Mat., 28(19), 7029-7038 (2016) 利用機器番号： 11，12，17 

14. "Cu(II) complex with nitronyl nitroxide whose paramagnetism is suppressed by temperature decrease and/or pressure 

increase" N. A. Artiukhova, G. V. Romanenko, A. S. Bogomyakov, I. Y. Barskaya, S. L. Veber, M. V. Fedin, K. Y. Maryunina, 

K. Inoue, V. I. Ovcharenko, J. Mat. Chem. C, 4, 11157-11163 (2016) 利用機器番号： 11，12 

15. "S=1/2 triangular-lattice antiferromagnets Ba3CoSb2O9 and CsCuCl3 : Role of spin-orbit coupling, crystalline electric field, 
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アイソトープ総合部門 

部門長 中島 覚 

 

 アイソトープ総合部門は、自然科学研究支援開発センターの一つの部門として全学の教

育研究の支援を行うとともに、私たちの放射線施設だけでなく全学の放射線施設の中心と

して放射線安全管理に貢献することがミッションです。それと同時に、広島大学の教育研

究にも直接貢献してまいりました。この場では、平成 28 年度の活動の一部を紹介するとと

もに今後アイソトープ総合部門がどうあるべきかについて述べることにより、ご挨拶に代

えさせていただきます。なお、私たちの活動は放射性同位元素教育研究部と放射性同位元

素管理部の二つの部で行っています。それぞれの部には 1 名ずつ専任教員が配置されてお

り、その教員が中心になって業務を積極的に行っています。活動の詳細はそれぞれの部の

活動報告にまとめられていますのでそちらをご覧ください。 

 

１．学内での貢献 

放射性同位元素、放射線発生装置の利用は法令で規制されています。それらを利用するた

めには、放射線業務従事者として登録される必要があります。その登録には、教育訓練と

健康診断を受けなければなりません。私たちは教育訓練を行い、健康診断のアレンジを行

い、保健管理センターに実施していただいたうえで登録を行っております。教育訓練は毎

年約 20 回、日本語のみならず、英語でも行っております。私どもの施設を使った放射性同

位元素の利用に関しては、実験室の提供、共同利用機器の整備、安全管理、被ばく管理を

行い、また学内外の施設の利用者に対して証明書の発行、被ばく管理を行っています。 

私たちは、私たちの放射線施設だけでなく、広島大学内の他放射線施設の安全管理に関し

ても貢献していきたいと考えています。部門長は全学の放射性同位元素委員会では委員長

として貢献しておりますし、部門のメンバーは重点自主検査の重要な検査員となっており

ます。私たちはまた、学内他施設の教育訓練の支援を行っており、そして空間線量やスミ

ア検査などの測定に関しても貢献しております。このような観点からの全学支援も積極的

に行っていきたいと考えています。 

 

２．全国での貢献 

 全国にはアイソトープ総合センターが 21 あり、全国の放射線安全管理の中心となってい

ます。平成 28 年度、第 40 回国立大学アイソトープ総合センター長会議を当番校として広島

大学東広島キャンパスで開催しました。 

また、私たちは日本アイソトープ協会、日本放射線安全管理学会、大学等放射線施設協議

会等を通して全国の RI 施設と連携を取りながら活動しています。この中では、副部会長、

副会長、理事として活動しており、これは全国的にも広島大学が貢献しなければならない

ことであると考えています。今年度は特に、協議会での放射線安全管理に関する本の発行

に委員長として貢献してまいりました。また、アイソトープ総合部門のメンバーも執筆い

たしました。これからも、広島大学のセンターとしてのプレゼンスをより一層あげていき
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たいと意気込んでおります。 

 

３．LP への貢献 

広島大学では、「放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム －放

射線災害による人と社会と環境の破綻からの復興を担うグローバル人財養成－ 」が平成

２３年度、文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」に採択されました。私ど

ものアイソトープ総合部門は放射能環境保全コースの支援をさせていただいています。ま

た、アイソトープ総合部門はこのプログラムのトレーニングセンターとなり、アイソトー

プ総合部門を使用して実習を行っています。教授は環境保全コースのコースリーダーとし

て貢献しており、また平成 28 年度末現在このプログラムの学生のうち 6 名が部門長の研究

グループに所属し、勉学に励むとともに研究を進めています。この点に関しましてもなお

一層貢献したいと考えています。 

 

４．独自の研究 

支援センターの教員であっても各自の研究を進めることは大学人として当然であります。

スタッフ全員がこのことも忘れず研究活動を展開していかなければならないと考えていま

す。アイソトープ総合部門としては引き続き放射線安全管理に関する研究や環境保全に関

する研究、さらには福島復興に関する研究を進めていきたいと考えています。また、教授

は理学研究科化学専攻分子反応化学講座で放射線反応化学研究グループを率いており、放

射線が関係する化学研究を中心に教育研究を積極的に行っています。 

 

私たちは全学的な放射線安全管理と放射線利用教育研究の推進に努めるとともに我々独自

の研究も強く進めてまいります。それと同時に、放射線災害からの復興の核となる人材の

育成にも、微力ですが努めてまいりたいと思います。さらに、学外での活動においても広

島大学として相応の貢献をしたいと考えています。より一層貢献してまいりますので、ぜ

ひ関係各位のご理解を賜りたく存じます。 
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マイナーアクチノイドとランタノイドの分離は、使用済み核燃料の再処理において重要で

あるばかりでなく、
酸素(O)
Am/Eu 分離能が多数報告されている。また
解析し、配位原子の違いによる
一方、メスバウアー分光により得られるパラメータの一つである異性体シフト値

注目している元素の結合状態を定量的に記述する。すなわち、
ー効果が見られる元素の原子核位置の電子密度
 

ρ0 値は量子化学計算によって求められ、
る。この関係性を用いて、我々は
チマーク研究を行い、計算理論の妥当性を評価した。すなわち、どの汎関数を用いれば
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【施設利用者の研究紹介】 

DNA-タンパク質クロスリンク損傷の転写阻害効果 

理学研究科 数理分子生命理学専攻 遺伝子化学研究室 
中野 敏彰 

 
DNA-タンパク質クロスリンク（DPC）は，DNA にタンパク質が不可逆的に共有結合したゲ

ノム損傷であり, 変異原物質, 抗がん剤, 放射線などにより誘発される。DPC は, 従来の bulky
な損傷と比べ非常に嵩高く, superbulky な損傷である。しかしこれまでに, DPC の転写に対す

る影響は明らかになっていない。そこで, 本研究では, 試験管内転写反応系を用い, DPC の転

写に対する影響を検討した。 
実験方法  
 鋳型 DNA と転写反応：転写反応の鋳型には, T7 プロモーターを含む 130 bp の DNA を用

いた。DPC は, oxanine とタンパク質のクロスリンクを介して転写鎖および非転写鎖に導入し

た。これらの鋳型と T7 RNA polymerase（RNAP）を用いて転写反応を行い, 転写産物を変性

PAGE で分析した。 
 転写エラーの解析：T7 RNAP の転写産物を変性 PAGE で分離した。全長まで伸長された

転写産物（runoff 生成物）をゲルから精製し, RT-PCR で DNA に逆転写した。この DNA をプ

ラスミドにライゲーションし, 大腸菌に導入後，得られた単一コロニーを培養しプラスミド

を抽出した。プラスミドのシーケンスを行い, runoff 生成物の変異を調べた。 
結果・考察 
 T7 RNAP を用いて転写反応を行い, 転
写産物を変性 PAGE で分析した。転写鎖

に DPC を含む鋳型（TS-DPC）では, DPC
部位で RNA 合成が停止した強い生成物バ

ンドに加え, 弱い runoff 転写産物のバンド

が認められた。runoff 転写産物の生成量は

クロスリンクタンパク質のサイズ増加と

ともに減少した（Fig. 1A）。bulky な損傷

のモデルとして導入した FLU も転写を阻

害したが, 阻害効果は DPC より弱かった。

一方, 非転写鎖に DPC を含む鋳型では, 損
傷部位で RNA 合成が停止したバンドは認

められなかった。 
 TS-DPC で得られた runoff 転写産物の塩

基配列を解析した結果, DPC 部位だけでな

く, DPC 上流側の損傷のない部位で高頻度

に変異が認められた（Fig. 1B）。DPC 部位以外に変異をもつ転写産物の割合は 40〜75%で

あった。この結果から, TS-DPC は損傷のない部位で転写エラーを誘発することが明らかとな

った。DNA-RNAP 複合体の gel shift および footprinting 解析から, TS-DPC では, 鋳型に 1〜3
分子の T7 RNAP が結合しており, 高頻度に変異が認められた領域には, DPC で停止した

RNAP と後続の RNAP が停止していることが示された。この結果から, これら二つの RNAP
が損傷非依存的に転写エラーを起こしていると考えた。 
 従来の DNA 損傷は, RNAP の活性部位に達し, 直接転写阻害や転写エラーを引き起こす。

一方, DPC は RNAP の活性部位に到達する前に, DNA entry site で RNAP の進行を阻害する。

DPC により idling 状態になった RNAP は, 損傷非依存的に転写エラーを起こす。さらに，後

続の RNAP も停止し, 同様な機構で転写エラーが起こると考えられる。 

Fig. 1 TS-DPC 転写産

物の PAGE 分析(A)と
転写エラー（B） 
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生命科学や物質科学の研究分野において放射性同位元素および放射線を用いた基礎・応用

研究を推進するための支援を担当している。このために必要となる、法令に基づいた放射線

の安全取扱いについての教育を定期的に行うとともに、学内の放射線施設である放射光科学

研究センターや、全国共同利用施設である

登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわたり、ゲノム解析、生体機能

解析、標識化合物の利用、環境関連研究、

工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また環境放射能

物学的解析を行っている。

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－１．施設の利用状況

【ＲＩ施設の利用状況】
放射線を利用するには、法律に基づいて管理された施設（管理区域）で使用することが義

務づけられている。当部門では全学の希望者に対し放射性同位元素を使用するための実験ス

ペースの提供や研究推進のために各種解析装置

物飼養設備を整備し、これらの保守や定期自主検査への対応など

る。この他に放射線測定器の貸出しや

RI 研究の支援全般を行っている。

平成２８年度の登録・施設利用状況は以下のとおりである。
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研究を推進するための支援を担当している。このために必要となる、法令に基づいた放射線

の安全取扱いについての教育を定期的に行うとともに、学内の放射線施設である放射光科学

研究センターや、全国共同利用施設である

登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわたり、ゲノム解析、生体機能

解析、標識化合物の利用、環境関連研究、

工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また環境放射能

物学的解析を行っている。
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物飼養設備を整備し、これらの保守や定期自主検査への対応など

る。この他に放射線測定器の貸出しや

研究の支援全般を行っている。

平成２８年度の登録・施設利用状況は以下のとおりである。
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生命科学や物質科学の研究分野において放射性同位元素および放射線を用いた基礎・応用
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研究センターや、全国共同利用施設である

登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわたり、ゲノム解析、生体機能

解析、標識化合物の利用、環境関連研究、

工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また環境放射能

物学的解析を行っている。 

１．施設の利用状況 
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る。この他に放射線測定器の貸出しや
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登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわたり、ゲノム解析、生体機能

解析、標識化合物の利用、環境関連研究、

工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また環境放射能

放射線を利用するには、法律に基づいて管理された施設（管理区域）で使用することが義

務づけられている。当部門では全学の希望者に対し放射性同位元素を使用するための実験ス

ペースの提供や研究推進のために各種解析装置

物飼養設備を整備し、これらの保守や定期自主検査への対応など

る。この他に放射線測定器の貸出しや RI
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Ⅰ．放射性同位元素教育研究部

生命科学や物質科学の研究分野において放射性同位元素および放射線を用いた基礎・応用

研究を推進するための支援を担当している。このために必要となる、法令に基づいた放射線

の安全取扱いについての教育を定期的に行うとともに、学内の放射線施設である放射光科学

研究センターや、全国共同利用施設である SPring-8

登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわたり、ゲノム解析、生体機能

解析、標識化合物の利用、環境関連研究、福島支援、

工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また環境放射能

放射線を利用するには、法律に基づいて管理された施設（管理区域）で使用することが義

務づけられている。当部門では全学の希望者に対し放射性同位元素を使用するための実験ス

ペースの提供や研究推進のために各種解析装置の導入、組換え

物飼養設備を整備し、これらの保守や定期自主検査への対応など

RI 利用に関する問い合わせに教職員が対応するなど、

平成２８年度の登録・施設利用状況は以下のとおりである。
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Ⅰ．放射性同位元素教育研究部

生命科学や物質科学の研究分野において放射性同位元素および放射線を用いた基礎・応用

研究を推進するための支援を担当している。このために必要となる、法令に基づいた放射線

の安全取扱いについての教育を定期的に行うとともに、学内の放射線施設である放射光科学

8 などの利用者のための放射線業務従事者

登録を行っている。当部門は生物、化学、地学、物理分野にわたり、ゲノム解析、生体機能

福島支援、メスバウアー分光、放射線の物理的、

工学的応用などの研究支援のために最新機器を備えている。また環境放射能

放射線を利用するには、法律に基づいて管理された施設（管理区域）で使用することが義

務づけられている。当部門では全学の希望者に対し放射性同位元素を使用するための実験ス

導入、組換え

物飼養設備を整備し、これらの保守や定期自主検査への対応など

利用に関する問い合わせに教職員が対応するなど、

平成２８年度の登録・施設利用状況は以下のとおりである。
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【利用申請者と研究テーマ】 
当部門施設利用者 

利用申請者 研究テーマ 利用者数 

理学研究科   

  濱生 こずえ 動物細胞の細胞分裂メカニズムの解明 1 

  高橋 陽介 植物伸長生長制御機構／植物の環境応答制御機構 8 

  鈴木 克周 超生物界間 DNA 輸送系の研究 3 

  泉 俊輔 植物細胞の化学ストレス応答の解明 2 

  山本 卓 ウニ初期胚における遺伝子発現調節機構の研究 3 

  坂本 敦 形質転換植物の分子形質発現解析 2 

  中野 敏彰 DNA 損傷修復機構の解明 18 

  片柳 克夫 蛋白質の X線構造解析 4 

 中島 覚 環境放射能 5 

附属両生類研究施設  

  矢尾板 芳郎 両生類の変態の分子機構 1 

  鈴木 厚 初期発生の分子機構 2 

  古野 伸明 両生類の卵形成・発生の機構解析、両生類の異環境への影響 1 

  三浦 郁夫 両生類の性決定と色彩発現および種分化 2 

  高瀬 稔 両生類におけるホルモン作用機構の解明 1 

  倉林 敦 魚類両生類爬虫類の転移因子に関する研究 3 

 高橋 秀治 脊椎動物の発生 1 

附属植物遺伝子保管実験施設   

 草場 信 高等植物の分子遺伝学的研究 2 

文学研究科  

  奥村 晃史 放射性炭素同位体年代測定 1 

先端物質科学研究科   

  山田 隆 ウイルス、ファージ植物等の分子生物学的研究 2 

 黒田 章夫 バクテリアのリン代謝機構の解析 4 

 荒川 賢治 放線菌の二次代謝制御機構および放射線感受性に関する研究 4 

  上野 勝 テロメアの機能解析 2 

工学研究科   

  遠藤 暁 環境放射線計測 1 

 梶本 剛 工学研究科放射線総合実験室の表面汚染の測定 1 

  金田一 智規 MAR-FISH 法を用いた環境微生物の機能解析 2 

生物圏科学研究科   

  矢中 規之 肥満白色脂肪組織の新規標的因子の探索 1 

総合科学研究科   

  斎藤 祐見子 脳内摂食受容体分子 MCH1R の活性制御機構 2 

 山崎 岳 排水管理業務 1 

自然科学研究支援開発センター  

  田中 伸和 遺伝子発現の調節研究 2 
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  中島 覚 金属錯体の構造と電子状態の研究 8 

  稲田 晋宣 微生物における金属元素の影響、環境放射能 1 

  松嶋 亮人 バイオマットによる放射性物質の吸着 1 

理学部   

  中野 敏彰 ラジオアイソトープ取扱の講習と基本操作の実習 31 

 

 

他施設利用者 （ ）内は、当部門施設利用者数（内数） 

利用申請者 研究テーマ 利用者数 

理学研究科  

 杉立 徹 高エネルギー原子核衝突実験 3 

 深沢 泰司 高エネルギー宇宙・素粒子実験 29 

 黒岩 芳弘 放射光を用いた誘電体構造物性 15 

 木村 昭夫 放射光を用いた強相関物質の光電子分光 19 

 圓山 裕 放射光を用いた電子物性研究 13 

 平谷 篤也 シンクロトロン放射光を用いた分子光科学反応の研究 13 

 西原 禎文 キラル磁性体／マルチフェロイクス化合物の構造と物性 25 

 岡田 和正 放射光を用いた軟Ｘ線分子分光および光化学反応の研究 4 

 井口 佳哉 NEXAFS による、金薄膜上のクラウンエーテル単分子膜の配向決定 3 

 安東 淳一 高圧力下での鉱物物性 3 

 大川 真紀雄 X 線回折実験 1 

 片山 郁夫 蛇紋岩の形成過程とマントルウェッジの含水化 2 

 早坂 康隆 地球型惑星の進化学 1 

 佐藤 友子 超高圧地球物理学 1 

 宮原 正明 隕石に含まれる高圧相の解明 6 

 白石 史人 STXM を用いたシアノバクテリア石灰化過程の研究 1 

 薮田 ひかる 地球惑星物質の放射光分析 1 

 中野 敏彰 DNA 損傷修復機構の解明 4（4） 

 片柳 克夫 蛋白質のＸ線構造解析 4（4） 

 楯 真一 タンパク質の動態解析 1 

 中島 覚 環境放射能 1（1） 

教育学研究科  

 蔦岡 孝則 希土類金属間化合物の中性子回折 1 

文学研究科  

 野島 永 考古学における金属遺物の構造分析 1 

先端物質科学研究科  

 世良 正文 強相関電子系の物理 5 

 高畠 敏郎 遷移金属酸化物及び希土類化合物 4 

 高橋 徹 加速器を用いた素粒子実験 9 

 岡本 宏己 ビーム物理・加速器物理の研究 8 

 花房 宏明 Si および SiO2 と SiC 界面の構造評価 2 
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 加藤 純一 メタン発酵による木質バイオマス活用実証事業 1 

 黒田 章夫 バクテリアのリン代謝機構の解析 3 

 水沼 正樹 真核生物の細胞形態形成および寿命制御機構に関する研究 5 

 上野 勝 テロメアの機能解析 1(1) 

社会科学研究科  

 戸田 常一 福島県においてのフィールドワークへの参加 1 

放射光科学研究センター  

 生天目 博文 高電子分光による物性研究 15 

先進機能物質研究センター  

 小島 由継 高容量ナノ複合水素貯蔵物質の創製  6 

自然科学研究支援開発センター  

 梅尾 和則 低温高圧下における希土類化合物の磁性 1 

 齋藤 健一 機能ナノ構造体の創製とその光物性 12 

 中島 覚 金属錯体の構造と電子状態の研究 2（2） 

宇宙科学センター  

 川端 弘治 ガンマ線、X線衛星の開発とブラックホール連星などの研究 1 

ナノデバイス・バイオ融合科学研究所  

 黒木 伸一郎 
シリコンカーバイド極限環境エレクトロニクス・パワー半導体デ

バイス・薄膜シリコンデバイス 
5 

サステナブル・ディベロップメント実践研究センター  

 高橋 修 高圧化でのエネルギー物質の結晶構造解析 2 

リーディングプログラム機構 教育・国際室 コラボレーションオフィス  

 林田 耕臣 リーディングプログラム 3 
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【当部門の主な設置機器】 

 

◆放射線測定・防護機器 

Ge 半導体検出器※ ２台 

Si/Li 半導体検出器 １台 

2πｶﾞｽﾌﾛｰｶｳﾝﾀ １台 

低ﾊﾞｯｸ液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ ３台 

ﾌﾟﾚｰﾄ用液体ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｶｳﾝﾀ １台 

ｵｰﾄｳｪﾙｶﾞﾝﾏｶｳﾝﾀ ２台 

ﾗﾋﾟｯﾄﾞｶｳﾝﾀ ７台 

GM ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（β線）※ ３６台 

GM ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ（β/γ線） ６台 

ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ※ １５台 

電離箱式ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ３台 
3H/14C ｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 
125I 測定用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

可搬型ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾍﾟｸﾄﾛｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

α/β線用ｼﾝﾁﾚｰｼｮﾝｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ １台 

ﾎﾟｹｯﾄｻｰﾍﾞｲﾒｰﾀ ５台 

ﾊﾝﾄﾞﾌｯﾄｸﾛｽﾓﾆﾀ ２台 

ﾄﾞﾗﾌﾄ １８台 

ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ １台 

ﾄﾘﾁｳﾑｶﾞｽ動物実験ﾌｰﾄﾞ １台 

ﾀﾞｽﾄｻﾝﾌﾟﾗ ３台 
3H/14C 捕集装置 １台 

 

◆放射線分析・解析機器 

ﾗｼﾞｵｸﾛﾏﾅｲｻﾞ(TLC ｱﾅﾗｲｻﾞ) １台 

ｲﾒｰｼﾞｱﾅﾗｲｻﾞ（FLA-9500、他）※ ３台 

ﾒｽﾊﾞｳｱｰ分光分析装置 １式 

 

◆飼育・培養機器 

動物用ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞﾗｯｸ ２台 

遠赤外線動物乾燥装置 １台 

光照射振とう培養機 １台 

ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ １台 

安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ １台 

CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ １台 

恒温器 １台 

低温室 ２室 

 

◆汎用研究機器 

分光光度計 １台 

蛍光分光光度計 １台 

蒸留水製造装置 １台 

超純水製造装置 １台 

製氷機 １台 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ １台 

自動現像機 １台 

超遠心機 １台 

高速冷却遠心機 １台 

低速冷却遠心機 １台 

微量高速冷却遠心機 １１台 

ﾋｰﾃｨﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ １１台 

恒温振とう水槽 １１台 

低温恒温槽 １台 

小型恒温水槽 ３台 

蛍光・発光画像撮影装置 １台 

凍結乾燥機 １台 

送風定温乾燥器 １台 

定温恒温乾燥器 １台 

電気炉 １台 

小型低温ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ １台 

ﾊｲﾌﾞﾘﾀﾞｲｾﾞｰｼｮﾝｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ ３台 

ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄｻｰﾏﾙｻｲｸﾗｰ ３台 

ｹﾞﾙ乾燥器／水流式ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ２台 

小型ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ３台 

水流式ｱｽﾋﾟﾚｰﾀ ４台 

DCode 微生物群集解析ｼｽﾃﾑ １台 

倒立位相差蛍光顕微鏡 １台 

ｹﾞﾙ撮影装置 １台 

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌｨｰ ２台 

ｼﾞｪﾈﾃｨｯｸｱﾅﾗｲｻﾞ（ABI-310）  １台 

二次元電気泳動装置 １台 

ICP 発光分光分析装置 １台 

GC-MS 分析装置 １台 

ﾏｸﾞﾈﾃｨｯｸｽﾀｰﾗ ４台 

超低温ﾌﾘ—ｻﾞ ４台 

電子天秤 ３台 

電気泳動用ﾊﾟﾜｰｻﾌﾟﾗｲ ６台 

 

 
※大学院リーディングプログラムによる導入

を含む。
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Ⅰ－２．教育研究活動 
放射線を利用する者は、初めて放射線を扱う前に健康診断の受診、教育訓練を受講後、放

射線業務従事者として登録されなければならない。当部門では学内の放射線業務従事者に対

する教育訓練（日本語・英語）を開催し、当施設の新規利用者を対象に放射線測定器（サー

ベイメータ）を用いた放射線測定の実習を行っている。また学内の他 RI 施設の教育訓練の支

援や学外の教育訓練の講師も担当している。 

この他に教育活動支援の一環として学生実習の支援やセミナーを開催し、また三次被ばく

医療推進事業への協力や学外への啓発活動として一般向けの講習会の主催や講習会への講師

の派遣も行っている。 

 
【教育訓練および教育訓練実習】 

平成２８年度登録者のための教育訓練および教育訓練実習の開催、教育訓練の支援は以下

のとおりである。 

＜教育訓練＞ 

 ３／４ 第１回教育訓練  （継続登録者対象） １４８名 
 ３／１４ 第２回教育訓練  （継続登録者対象） ４８名 
 ４／７ 第３回教育訓練  （新規登録者対象） ２５名 
 ４／１１ 第４回教育訓練  （継続登録者対象） ３８名 
 ４／１９ 第５回教育訓練  （新規登録者対象） ２７名 
 ４／２５ 第６回教育訓練  （継続登録者対象） １名 
 ４／２５ 第７回教育訓練  （新規登録者対象） ３１名 
 ５／９ 第８回教育訓練  （継続登録者・外国人対象） ６名 
 ５／９ 第９回教育訓練  （新規登録者・外国人対象） ５名 
 ５／１１ 第１０回教育訓練 （新規登録者対象） １３名 
 ５／１７ 第１１回教育訓練 （継続登録者） １９名 
 ５／２６ 第１２回教育訓練 （継続登録者対象） ４名 
 ６／２４ 第１３回教育訓練 （継続登録者対象） １名 
 ９／１ 第１４回教育訓練 （新規登録者対象） ４名 
 １０／２１ 第１５回教育訓練 （新規登録者対象） １２名 
 １０／２５ 第１６回教育訓練 （継続登録者対象） ５名 
 １１／２ 第１７回教育訓練 （継続登録者・外国人対象） １名 
 １１／２ 第１８回教育訓練 （新規登録者・外国人対象） ６名 
 １／１９・２０ 第１９回教育訓練 （新規登録者対象） ３１名 
 １／２４ 第２０回教育訓練 （継続登録者対象） ３名 
 

＜教育訓練実習＞ 

 ４／２８ 第１回教育訓練実習 ４名 
 ８／１０ 第２回教育訓練実習 １名 
 １１／１６ 第３回教育訓練実習 ４名 
 
＜ＲＩ教育訓練支援＞ 
講師派遣（学内） 

 ４／２１ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（中島・稲田） 
 ５／２ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（中島・稲田） 
 ５／７ 工学研究科放射線総合実験室の教育訓練支援（中島・稲田・松嶋） 
 ５／８ 総合科学研究科・生物圏科学研究科の教育訓練支援（中島） 
 ５／１９ 広島大学病院 放射線診療従事者の教育訓練支援（中島・稲田） 
 １０／１７ 医歯薬保健学研究科ＲＩ研究共同施設の教育訓練支援（中島・稲田） 
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【理学部生物科学科 学生実験の支援】 
当部門では放射線利用に関する教育の一環として理学部生物科学科三年生のＲＩ実習の支

援を行っている。平成２８年度の開催状況は以下のとおりである。 

 １／１９・２０ ＲＩ実習（理学部生物科学科三年生 学生実習） ３１名 
 

 

【理学部化学科 学生実験の支援】 

理学部化学科三年生の化学実験のうち、放射線反応化学研究グループ担当分の一部支援を

行っている。 

 

 

【ＲＩセミナー】 
放射線に対する幅広い知識提供と研究・技術の情報交換を行い、有益な放射線利用の啓発

を行うことで放射線の安全利用を促し、さらに様々な分野の研究における情報提供を行うこ
とで、全学の研究支援と教育活動を推進することを目的とし、平成１３年度より学内外の先
生を講師として招き、全学を対象としたＲＩセミナーを開催している。これは学生に対する
教育活動も目的としており、五研究科合同セミナーとしている。平成２８年度は以下のとお
りに開催した。 

第２２回 平成２８年１０月２６日 

演 題：「放射性汚染有機廃棄物の資源化・減容化プロセスの開発」 

演 者：中島田 豊（広島大学大学院先端物質科学研究科） 

世話人：中島 覚（広島大学自然科学研究支援開発センター） 
 

 

【三次被ばく医療推進事業への協力】 

広島大学は、平成１６年３月に、西日本ブロックの「地域の三次被ばく医療機関」に選定

され、緊急被ばく医療推進センターが設置された。アイソトープ総合部門のメンバーは平成

１７年度より広島大学緊急被ばく医療推進センターの協力者となり、防災訓練や講習会、医

療訓練などに参加し、講演や技術指導を行っている。 

 

 

【理学部化学科新入生対象見学会】 

理学部化学科では、新入生のオリエンテーションの一環として、新入生野外研修・見学会

を行っている。当部門では、この見学会に協力し、理学部化学科の新入生を対象とした見学

会を行っている。平成２８年度は４月９日に見学会を行った。 

 

 

【地域貢献事業】 

平成１９年度より地域貢献事業として、一般の方を対象に霧箱や放射線測定器を利用して

宇宙線や身の回りの放射線を観測する実習を行っている。平成２８年度の開催状況は以下の

とおりである。 

１．目で見る放射線実習 

開催日時：８月３日 １３：３０～１６：００ 

内容：講義「身の回りの放射線について」 
 実習「目で見る放射線」(霧箱を使用した宇宙線・α線の観察) 

 実習「測定器を利用した自然放射線の計測」(γ線測定器を使用した日用品の測定

及び野外での測定) 
参加人数：２０名 

後援：東広島市教育委員会 

協賛：広島県教育委員会、広島大学技術センター 
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２．霧箱で放射線・宇宙線を見てみよう 

開催日時：１１月５日 １２：００～１６：００ 

内容：霧箱によるα線、β線、宇宙線の観察。身の回りの放射線の測定、動画による放

射線飛跡の解説，ウランガラスの展示。 

参加人数：３１名 

共催：日本原子力学会中国・四国支部 

 

３．おもしろワクワク化学の世界‘１６ 広島化学展 
開催日時：７月１６日（土）１０：３０～１６：３０ 

７月１７日（日）１０：００～１６：３０ 
７月１８日（月）１０：００～１６：００ 

内容：小中学生から高校・一般まで化学技術の重要性・素晴らしさ、化学本来の不思議

さや面白さを訴えるため、広島大学の化学系の研究室が中心となって展示ブース

を出展。理学研究科放射線反応化学研究室とともに霧箱や放射線測定器などを展

示し、解説を行った。 
参加人数：数千名 
主催：日本化学会中国四国支部 
共催：（公財）徳山科学技術振興財団、広島市こども文化科学館、広島大学、触媒学会

西日本支部 
後援：広島県教育委員会、広島市教育委員会、東広島市教育委員会、広島県高等学校教

育研究会理科部会、中国新聞社、ＮＨＫ広島放送局、中国放送、テレビ新広島、

広島テレビ、広島ホームテレビ 
協賛：（公財）マツダ財団 

 

４．全国高等学校総合文化祭(大会３日目巡検研修) 

開催日時：８月１日 ９：００～１２：００ 

内容：施設見学(管理区域内) 

霧箱の観察及び放射線計測 

参加者：高校生及び引率の教員 ２９名 

特別後援：広島大学 

 

 
【大学院リーディングプログラム機構フェニックスリーダー育成プログラム】 

広島大学では、「放射線災害復興を推進するフェニックスリーダー育成プログラム」が平成

２３年度、文部科学省「博士課程教育リーディングプログラム」に採択された。本プログラ

ムでは、放射線災害に適正に対応し、明確な理念の下で復興を指導できる判断力と行動力を

有し、国際的に活動できるグローバルリーダー（フェニックスリーダー）を育成する。そし

て、放射線災害からの復興をけん引できる人材育成を通して、２１世紀のモデルとなる安全・

安心の社会システムの確立に貢献する。当部門の中島はこのプログラムの環境保全コースの

コースリーダーとなり、6 人の学生を指導するとともに、アイソトープ総合部門も中島を通

してこのプログラムに貢献した。 

また、当施設はヒロシマ・フェニックストレーニングセンターとして設定されており、授

業科目「放射線計測演習」が当施設において実施された。当部門の教員、技術職員も実習に

おいて計測や測定の支援を行った。 
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【第４０回国立大学アイソトープ総合センター長会議】 

 国立大学アイソトープ総合センター長会議は、会員相互の緊密な連携により、放射線安全

管理に関する協力および情報交換を行い、センターの機能の向上を図り、放射性同位元素等

の利用における教育および研究の発展に寄与することを目的とする。会議は全国持ち回りで

開催され、平成２８年度は広島大学が当番校で、６月１日（水）、２日（木）、東広島キャン

パスの学士会館レセプションホールで開催した。以下に議事次第を示す。 

 

議事次第 

 

[６月１日(水)] 

開会 13：30～13：40 

開会挨拶 吉田 総仁 （広島大学研究担当理事・副学長） 

 

写真撮影（13：40～13：50） 

講演 1 13：50～14：30 演題「学術研究を取り巻く動向」 

  演者 中島 大輔 氏（文部科学省 研究振興局学術機関課 

研究設備係長 （併） 研究支援係長） 

休憩 14：30～14：40 

講演 2 14：40～15：30 演題「放射線障害防止法関係の最近の動向」 

  演者 松本 武彦 氏（原子力規制委員会 原子力規制庁長官

官房 放射線防護グループ放射線対策・保障

措置課 放射線規制室 放射線検査管理官） 

休憩 15：30～15：40 

議事 1 15：40～16：20 放射線施設の脆弱性と対応 

大阪大学 RI センター（豊中分館）実習棟排水管からの RI 漏えい 

吉村 崇（大阪大学ラジオアイソトープ総合センター教授） 

金沢大学における放射線施設の脆弱性と対応 

柴 和弘（金沢大学学際科学実験センター教授） 

  議論 

休憩 16：20～16：30 

議事 2 16：30～17：10 放射線施設の緊急時対応 

熊本地震での放射線施設の被害とその対応 

古嶋 昭博（熊本大学生命資源研究・支援センター准教授） 

熊本大学アイソトープ施設への支援について 

秋光 信佳（東京大学アイソトープ総合センター教授） 

  議論 

報告 17：10～17：50 アイソトープ総合センター長会議活動報告 

  谷内 一彦（東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープ 

センター長） 

  分子イメージング教育研修 WG 報告 

  松田 尚樹（長崎大学先導生命科学研究支援センター教授） 

  短寿命核種供給プラットフォーム報告 

 渡部 浩司（東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープ 

センター教授） 

 

情報交換会 18：10～20：10 

会場   西条 HAKUWA ホテル 
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 [６月２日(木)] 

講演 3 9：00～9：40 演題「放射線で生きる微生物」 

  演者 長沼 毅（広島大学大学院生物圏科学研究科教授） 

休憩 9：40～9：50 

議事 3 9：50～12：00 アイソトープ総合センターの現状と課題及び今後の展望 

  （アイソトープ総合センターの取組みを含む） 

  北海道大学の取組み 

久下 裕司（北海道大学アイソトープ総合センター教授） 

  広島大学の取組み 

中島 覚（広島大学自然科学研究支援開発センター教授） 

  各大学からの報告 

閉会 12：00 

閉会挨拶 中島 覚（広島大学自然科学研究支援開発センター 

  アイソトープ総合部門長） 
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Ⅱ．放射性同位元素管理部 
学内や周辺地域の環境保全を達成するために、学内放射線施設から出されるＲＩ排水の管理、

ＲＩ有機廃液の焼却、環境放射能動向調査などの実務を担当している。当施設から出るＲＩ排

水だけでなく、東広島キャンパス内のＲＩ施設である工学研究科、生物圏科学研究科、総合科

学研究科の放射線施設から出るＲＩ排水を受け入れ、排水処理ののち放流を行っている。これ

は東広島市との協定に基づくものであり、地域社会の環境保全を図る上で、重要な業務となっ

ている。また、浄化した後に放流したＲＩ排水が環境へ影響を与えていないことを確認するた

めに、定期的に環境水（下水と池水）の放射能測定をおこなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－１．放射線管理活動状況 
【各種研修会への参加】 

放射性同位元素等の使用は法律が密接に関係している。アイソトープ総合部門の教職員は各

種研修会や講習会に出席し、法令改正などに関する最新の動向を調査している。また各種研修

会等に講師として参加し、学外の放射線施設の教職員と情報交換を行い、このようにして得た

情報を学内の放射線施設管理者へ提供し、さらに、教育訓練等に反映することで、広島大学の

放射線利用における安全管理の向上に努めている。 

 平成２８年度は、国立大学アイソトープ総合センター長会議を当番校として開催し、全国の

放射線施設管理者と放射線安全管理等について情報交換をおこなった。また、放射線取扱主任

者の定期講習の講師にもなった。 

 
●全国関連 
◆第 40回国立大学アイソトープ総合センター長会議 
期日：平成 28 年 6月 1日(水）～2日（木） 
場所：広島大学 学士会館 

 
◆日本放射線安全管理学会 第 13回 JRSM6 月シンポジウム 
期日：平成 28 年 6月 16日（木）～17 日（金） 
場所：東京工業大学 大岡山キャンパス 

 
◆大学等放射線施設協議会 平成 28年度 大学等における放射線安全管理研修会 
期日：平成 28 年 8月 30日（火） 
場所：東京大学 弥生講堂 

 
 

アイソトープ総合部門にある貯留槽 (左)と浄化設備 (右) 
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◆平成28年度放射線安全取扱部会年次大会（第 57回放射線管理研修会） 
期日：平成 28 年 11月 10日（木）～11 日（金） 
場所：鎌倉芸術館 

 
◆日本放射線安全管理学会 第 15回学術大会 
期日：平成 28 年 11月 30日（水）～12 月 2日（金） 
場所：岡山大学 創立五十周年記念館 

 
 
●地域関連 
◆放射線安全取扱部会 中国・四国支部 放射線業務従事者のための教育訓練講習会 
期日：平成 28 年 5月 13日(金) 
場所：広島大学 広仁会館 

 
◆放射線安全取扱部会 中部支部 放射線業務従事者のための教育訓練講習会  
期日：平成 28 年 5月 13日(金) 
場所：名古屋商工会議所 

 
◆放射線安全取扱部会 第 22回中国・四国支部主任者研修会 
期日：平成 28 年 9月 16日(金) 
場所：岡山大学 自然生命科学研究支援センター 

 
 
●その他 
◆放射線取扱主任者定期講習 
期日：平成 28 年 12月 16 日（金） 
場所：岡山 ピュアリティまきび 
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【排水管理状況】 

◆環境放射能測定 

 当部門では広島大学東広島キャンパスから出るＲＩ排水の周辺環境への影響を調べるため

に、三ヶ月に一度環境水の測定を行っている。測定目的がキャンパスのＲＩ排水の影響という

ことから、測定点はぶどう池水の流れ込む角脇調節池および公共下水道との接続部の二箇所と

している。また毎年８月は外部業者と合同で採水・測定を行い、測定値の健全性を確認してい

る。測定はβ線放出核種およびγ線放出核種について行っていて、核種別（3H、14C、32P）のβ

線放出核種の定量には低バックグラウンド液体シンチレーションカウンタを用い、全β線量の

測定には２πガスフローカウンタを用い、高エネルギーγ線についてはＧｅ半導体検出器を用

い、低エネルギーγ（Ｘ）線の測定にはＳｉ／Ｌｉ半導体検出器を用いて測定している。また、

検出感度の向上のため、全β線および半導体検出器を用いた測定にはサンプルを蒸発乾固させ

たものを測定用サンプルとしている。平成２８年度の環境水の放射線量の測定は以下のとおり。 

 通算測定回数  採水年月日  測定完了年月日 測定結果 

 第９４回 Ｈ２８年 ５月２７日 Ｈ２８年 ６月２８日 異常無し 

 第９５回 Ｈ２８年 ８月３１日 Ｈ２８年１２月 ２日 異常無し 

 第９６回 Ｈ２８年１１月２４日 Ｈ２８年１２月２２日 異常無し 

 第９７回 Ｈ２９年 ２月２７日 Ｈ２９年 ３月２９日 異常無し 

 

◆ＲＩ排水の放流 

 東広島キャンパスから流れ出るＲＩ排水は黒瀬川に放流されるが、この河川水は水量が少な

くかつ農業用水に利用されるため、東広島市との協定により、排水中に含まれるＲＩの濃度と

法定基準濃度との比が１０分の１以下の排水についてのみ放流できることになっている。平成

２８年度の放流は以下のとおり。 

 処理済槽採水年月日     測定完了年月日     放流年月日     放流水量 

Ｈ２７年１０月１４日   Ｈ２８年 ２月１８日  Ｈ２８年 ７月２１日  ３２．４ m3 

 

なお、ＲＩ排水中に含まれるＲＩ濃度の測定は環境放射能測定と同一の方法で行い、法定基準

濃度との比が１０分の１以下であることが確認された。また、放流水の水質が環境基準および

排水基準を満たしていることを、環境安全センターに測定依頼することで確認した。 

 

◆他部局から出たＲＩ排水の受け入れ 

 東広島キャンパスから放流されるＲＩ排水中のＲＩ濃度限度基準を遵守するため、東広島キ

ャンパスからＲＩ排水を放流可能な場所は当部門に限定されている。したがって、当部門では

他部局からＲＩ排水を受け入れている。平成２８年度のＲＩ排水の受け入れはない。 

 

◆液体シンチレータ廃液の焼却 

 法令でＲＩを使用した実験で発生する有機廃液のうち、液体シンチレータ廃液に関しては各

事業所での焼却処理が可能である。 

平成２８年度は焼却炉が故障したため、焼却を行っていない。現在修理を依頼中である。 
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Ⅱ－２．施設管理活動状況 
 

【業務報告】 

◆空間線量率測定結果(平成２８年４月～平成２９年３月の平均) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「事業所境界」、「人が居住する区域」、「管理区域境界」は管理区域外、その他は管理区域内） 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成２８年４月～平成２９年３月の平均) 

        単位はBq/cm2 

 

◆表面汚染密度測定結果(平成２８年４月～平成２９年３月の最大値) 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 0.04 0.02 0.01 

汚染検査室 0.02 0.02 0.01 

廃棄物保管室 0.25 0.05 0.01 

使用室 0.29 0.03 0.02 

単位はBq/cm2 

管理区域内の表面汚染密度限度は、以下のとおりである。 

α線を放出する放射性同位元素 ： ４Bq/cm2 

α線を放出しない放射性同位元素 ：４０Bq/cm2 

 

 
 

測定値（平均） 

事業所境界 0.13 μSv/h 

人が居住する区域 0.12 μSv/h 

管理区域境界 0.12 μSv/h 

貯蔵室 0.18 μSv/h 

廃棄物保管室 0.10 μSv/h 

使用施設 0.11～0.15 μSv/h 

代表的な使用室 0.12 μSv/h 

 H-3 C-14 P-32 

管理区域境界 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

汚染検査室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 

廃棄物保管室 0.0440 0.0232 検出限界以下 

使用室 検出限界以下 検出限界以下 検出限界以下 
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◆ＲＩ保管量（平成２９年３月３１日現在） 

 

核種 個数 
放射能量 
（MBq）  核種 個数 

放射能量 
（MBq） 

H-3 （非密封） 23 19465.142  Co-57 （密封） 4 2960.00 

C-14 （非密封） 25 162.995  Sn-119m （密封） 1 370.000 

P-32 （非密封） 9 2.938  Ra-226 （密封） 1 25.900 

S-35 （非密封） 1 0.061     

Cs-137 （非密封） 5 6.653     

W-181 （非密封） 1 0.000     

    

 

◆平成２８年度核種別新規ＲＩ受入量 ◆平成２８年度ＲＩ廃棄物引渡し量 

 

 

 

 
 
◆自主検査 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成28年11月21日 
点検者：中島、稲田（晋）、松嶋、宮下、木庭、寺元、宗岡、山崎、稲田（聡） 
結果：問題なし。 
 
検査施設：自然科学研究支援開発センターアイソトープ総合部門 
点検日：平成29年3月13日 
点検者：中島、稲田（晋）、松嶋、宮下、木庭、寺元、宗岡、山崎、稲田（聡） 
結果： 管理区域内の壁に小さな亀裂がいくつか見つかったので、近日中に補修予定。英語での注

意事項の記載について検討することとした。水位計の更新を検討することとした。焼却炉

のメンテナンスを検討することとした。その他は問題なし。 

廃棄物の種類 容量（L）・規格 引渡し数量 

可燃物 50L・ドラム缶 2 

難燃物 50L・ドラム缶 5 

非圧縮 50L・ドラム缶 1 

焼却型プレフィルタ 148L 1 

焼却型ヘパフィルタ 436L 1 

   

   

   

核種 購入件数 
放射能量 

（MBq） 

P-32（非密封） 14 499.500 

H-3 （非密封） 1 18500.000 
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2016年度	 アイソトープ総合部門を利用した業績集 

	

1. 大学等における放射線安全管理の実際	2016 年改訂版	
秋吉優史，磯野政広，井出利憲，稲田晋宣，奥田修一，小野俊朗，久下裕司，久保直樹，

小島周二，小嶋崇夫，坂口修一，佐藤信吾，柴田理尋，辻村智隆，中島	 覚，中村尚司，

西嶋剣一，野矢洋一，桧垣正吾，福士政広，桝本和義，松嶋亮人，松田尚樹，森川尚威，

渡部浩司	

アドスリー	(2016).	

 
2. Inter-Metallocene Cross-Coupling Reaction and Oxidation Study on Hetero Nuclear 

Bimetallocene Compounds including Fe, Ru and Os (Selected Paper) 
H. Yasuhara and S. Nakashima 
Bull. Chem. Soc. Jpn., 89, 1344-1353 (2016). 

 
3. 大学等における申請書等の作成マニュアル 2016年改訂版 
－放射線障害防止法関係法令に係る手続き－ 
伊藤伸彦，川本卓男，菊池	 透，齋藤	 直，佐治英朗，佐藤信吾，柴	 和弘，清水喜久

雄，中島	 覚，中村尚司，伴	 秀一，桧垣正吾，桝本和義，百島則幸，渡部浩司 
アドスリー (2016). 
 

4. THE FORMATION MECHANISM OF ASSEMBLED COMPLEXES BRIDGED BY 1,3–
BIS(4–PYRIDYL)PROPANE 
H. Dote, H. Yasuhara, and S. Nakashima 
Chem. J. Moldava, 11, 33-38 (2016). 

 
5. Oxidative C-C bond Cleavage Reaction of Biosmocene 

H. Yasuhara, R. Naguwa, and S. Nakashima 
Chem. Lett., 45, 848 (2016). 
 

6. Observation of radiocesium in seabed soil at the Notsuke Strait of the southern Okhotsk Sea 
derived from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 
Y. Nabae, S. Miyashita, and S. Nakashima 
Radiation Safety Management, 15, 9-14 (2016). 
 

7. Mechanisms of solidification and subsequent embrittlement of dephosphorization slag used in a 
subtidal zone as an alternative to sea sand and prevention of solidification by adding dredged soil 
H. Yano, T. Okuda, S. Nakai, W. Nishijima, T. Tanimoto, S. Asaoka, S. Hayakawa, and S. 
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低温・機器分析部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 齋藤　健一 教授 自然科学研究支援開発センター ７４８７ saitow@hiroshima-u.ac.jp

低温実験部

主任 梅尾　和則 准教授 自然科学研究支援開発センター ６２７６ kumeo@sci.hiroshima-u.ac.jp

副主任 鈴木　孝至 教授 先端物質科学研究科 ７０４０ tsuzuki@hiroshima-u.ac.jp

物質科学機器分析部

主任 齋藤　健一 教授 自然科学研究支援開発センター ７４８７ saitow@hiroshima-u.ac.jp

加治屋大介 助教 自然科学研究支援開発センター ２４８４ dkajiya@hiroshima-u.ac.jp

低温・機器分析研究開発部

主任 井上　克也 教授 理学研究科 ７４１６ kxi@hiroshima-u.ac.jp

アイソトープ総合部門

役職 氏名 職名 所属 内線 メールアドレス

部門長 中島　 　覚 教授 自然科学研究支援開発センター ６２９１ snaka@hiroshima-u.ac.jp

放射性同位元素管理部

主任 山崎　　岳 教授 総合科学研究科 ６５２７ takey@hiroshima-u.ac.jp

松嶋　亮人 助教 自然科学研究支援開発センター ７１１９ masha@hiroshima-u.ac.jp

放射性同位元素教育研究部

主任 遠藤　暁 教授 工学研究院 ７６１２ endos@hiroshima-u.ac.jp

副主任 稲田　晋宣 助教 自然科学研究支援開発センター ７１１９ kinada@hiroshima-u.ac.jp
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